
要
旨
仙
台
藩
の
儒
者
畑
中
荷
沢
の
漢
文
著
作
の
書
誌
解
題
で
あ
る
。
荷
沢
（
通
称
多
沖
、
名
盛
雄
）
は
和
漢
兼
作
の
人
で
あ
り
、
近
世
中

期
の
同
藩
の
公
的
文
業
と
し
て
の
和
文
古
典
（
源
氏
物
語
、
勅
撰
和
歌
集
、
釈
教
歌
）
の
注
疏
に
成
果
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
和
文
著
作
に
つ

い
て
別
稿
を
作
成
（
片
野
達
郎
編
『
日
本
文
芸
思
潮
論
』
平
成
３
．
３
、
角
川
書
店
所
収
）
し
た
が
、
そ
の
姉
妹
編
と
し
て
私
的
活
動
の
所
産

で
あ
る
漢
文
著
作
に
つ
い
て
作
成
し
た
書
誌
が
本
稿
で
あ
る
。

畑
中
荷
沢
書
誌
八
華
字
著
作
編
Ｖ

１
１
附
、
八
翻
刻
Ｖ
『
滕
太
問
答
』
Ｉ

松
野
陽
一
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畑
中
荷
沢
は
仙
台
藩
の
儒
者
。
名
を
盛
雄
（
も
り
か
つ
）
と
い
い
、
太
沖
（
多
忠
）
を
称
し
荷
沢
を
号
と
し
た
。
安
永
・
天
明
・
寛
政

期
に
文
事
に
活
躍
し
て
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
六
四
歳
で
没
し
た
。
通
常
儒
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
実
は
和
漢
兼
作
の
人
で
あ

り
、
む
し
ろ
和
学
の
注
疏
に
現
在
に
し
て
な
お
評
価
で
き
る
成
果
を
残
し
た
人
で
あ
っ
た
。
古
今
集
ｌ
続
後
撰
集
の
、
十
代
の
勅
撰
和
歌

集
を
対
象
に
し
た
『
十
代
集
釈
義
』
『
十
代
集
要
句
部
類
』
、
源
氏
物
語
を
対
象
に
し
た
『
源
氏
彙
事
』
『
源
氏
彙
言
』
な
ど
い
ず
れ
も
質

量
共
に
大
作
を
も
の
し
て
い
る
が
、
敦
中
、
釈
教
歌
を
対
象
と
し
て
仏
典
の
中
に
体
系
づ
け
て
注
釈
を
加
え
た
『
類
題
法
文
和
歌
集
注
解
』

二
七
巻
は
空
前
の
潭
身
の
業
績
で
、
類
書
が
乏
し
い
だ
け
に
、
今
後
も
釈
教
歌
研
究
に
活
用
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
注

疏
は
、
い
ず
れ
も
伊
達
藩
主
重
村
に
進
献
す
べ
く
執
筆
し
た
書
で
あ
り
、
伊
達
藩
に
於
て
は
、
公
的
文
芸
営
為
と
い
う
点
で
は
、
盛
雄
は

（
広
橋
兼
胤
門
、
日
野
資
枝
門
の
）
和
歌
の
人
で
あ
り
、
歌
道
の
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
漢
学
は
、
藩
校
の
公
的
ス
タ
ッ
フ
に
関
わ
ら
ぬ
、

自
由
で
私
的
な
（
折
衷
派
の
傾
向
を
も
つ
）
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
盛
雄
の
和
学
に
関
す
る
成
果
の
全
体
像
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
先
に
、
「
畑
中
盛
雄
書
誌
〈
国
学

著
作
編
〉
」
（
片
野
達
郎
氏
退
官
記
念
論
集
『
日
本
文
芸
思
潮
論
』
平
成
３
桜
楓
社
所
収
）
な
る
小
稿
を
草
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
盛
雄

は
本
質
的
に
和
漢
兼
作
の
人
で
あ
り
、
和
・
漢
の
業
績
一
方
だ
け
の
考
察
で
は
全
円
的
な
評
価
は
困
難
で
あ
る
。
儒
者
と
解
説
さ
れ
て
も

漢
学
上
の
業
績
も
基
本
資
料
の
整
理
す
ら
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
前
稿
と
姉
妹
編
の
〈
華
字
著
作
編
〉
を
作
成
し

て
、
荷
沢
畑
中
盛
雄
の
文
学
研
究
の
基
礎
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

安
永
六
年
三
月
の
旅
か
ら
生
れ
た
国
字
紀
行
『
道
の
記
』
と
華
字
紀
行
『
東
都
紀
行
』
（
和
歌
と
漢
詩
も
対
照
さ
れ
る
）
や
、
公
家
宗

匠
と
の
問
答
形
式
の
歌
論
書
『
広
橋
卿
（
兼
胤
）
江
畑
中
盛
雄
歌
道
伺
』
と
儒
者
細
井
平
洲
・
南
宮
大
湫
と
の
問
答
形
式
の
学
芸
論
『
滕

』■L
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畑中荷沢書誌く華字著作編＞(松野）

太
問
答
』
の
対
照
ば
か
り
で
な
く
、
彼
の
創
作
し
た
和
歌
・
歌
文
（
畑
中
盛
雄
歌
集
）
と
詩
文
（
荷
沢
稿
・
荷
沢
雑
著
）
は
総
合
的
に
把

え
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
基
盤
の
上
に
、
前
述
し
た
晩
年
の
注
疏
の
仕
事
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
本
稿
も
前
稿
と
合
し
て
初
め
て
意
義
を
有
つ
こ
と
に
な
る
。
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
ロ
詩
論
の
『
太
沖
詩
規
』
『
滕
太
問
答
』
。
四
論
の
『
貨
殖
論
』
は
文
そ
の
も
の
は
漢
字
仮
名
混
交
の
和
文
で
あ
る
が
、
漢
詩
に

関
わ
る
論
と
経
済
論
な
の
で
、
参
考
ま
で
に
〈
華
字
著
作
編
〉
で
扱
っ
た
。

伝
本
は
仙
台
叢
書
九
所
収
の
活
字
本
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
書
に
底
本
の
明
示
は
無
く
、
ま
た
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
他
に
写
本
等

の
存
在
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
叢
書
本
の
内
容
を
検
す
る
に
、
整
然
と
し
た
構
成
と
、
比
較
的
誤
謬
の
少
い
本
文

を
有
し
て
お
り
、
後
に
掲
げ
る
日
①
荷
沢
雑
著
の
清
書
本
に
成
立
を
同
じ
く
す
る
詩
稿
か
そ
の
忠
実
な
転
写
本
が
底
本
に
用
い
ら
れ
た
か

と
推
測
す
る
が
、
目
下
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
国
書
総
目
録
に
は
、
宮
城
県
図
書
館
に
写
本
一
冊
と
記
し
、
近
世
漢
学
者
著
述

目
録
大
成
に
荷
沢
詩
文
集
を
掲
出
す
る
が
、
共
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

仙
台
叢
書
本
に
よ
れ
ば
、
五
言
絶
三
二
首
、
五
言
排
律
五
首
、
五
言
古
三
首
、
五
言
律
八
○
首
、
七
言
絶
一
○
五
首
、
七
言
律
二

九
首
、
七
言
歌
行
一
○
首
、
計
三
五
四
首
の
構
成
を
有
っ
て
い
る
。

序
や
奥
書
等
も
な
く
成
立
は
不
詳
で
内
部
徴
証
に
拠
る
他
な
い
が
、
冒
頭
の
「
石
奥
勝
瀞
詩
井
叙
」
の
序
に
「
鞄
繋
奨
籠
中
四
十
年
」

の
表
現
が
あ
り
、
当
然
伊
達
家
出
仕
中
の
不
遇
の
謂
で
あ
る
か
ら
、
致
仕
直
前
の
頃
の
作
か
と
思
わ
れ
、
や
は
り
集
全
体
と
し
て
は
致
仕

㈲
漢
詩

①
荷
沢
稿

一
一
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①
太
沖
詩
規

日
本
詩
話
叢
書
（
大
正
二
年
文
会
堂
書
店
、
昭
和
四
七
年
鳳
出
版
復
刊
）
第
九
巻
に
、
芦
洲
池
田
四
郎
次
郎
の
編
で
載
っ
て
い
る
。

解
題
に
よ
る
と
、
八
高
教
授
藤
塚
鄭
氏
蔵
本
を
底
本
に
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
未
見
で
あ
る
。
巻
末
に
「
天
明
四
年
四
月
仙
台
滕

太
沖
」
と
あ
る
か
ら
荷
沢
五
一
歳
の
作
で
あ
る
。

荷
沢
・
青
霞
父
子
合
詩
集
で
あ
り
、
孫
達
の
手
で
文
化
一
二
年
に
仙
台
国
分
町
流
輝
軒
本
屋
治
右
衛
門
か
ら
板
行
さ
れ
た
。
宮
城
県
図

書
館
小
西
文
庫
蔵
一
冊
本
（
九
九
○
・
し
）
に
拠
っ
て
略
述
す
る
。
従
二
一
・
三
セ
ン
チ
、
横
一
四
・
四
セ
ン
チ
の
袋
綴
本
で
無
地
表

紙
。
外
題
は
な
く
、
序
題
、
柱
に
「
連
壁
集
」
と
あ
り
、
更
に
各
詩
集
の
扉
中
央
に
「
荷
沢
集
」
「
青
霞
集
」
と
あ
る
。
料
紙
は
楮
紙
で

三
五
丁
、
単
辺
有
界
（
内
界
縦
一
六
・
一
セ
ン
チ
、
横
一
二
・
四
セ
ン
チ
）
、
毎
半
葉
序
は
七
行
二
字
、
本
文
九
行
一
二
字
で
あ
る
。

柱
に
「
連
壁
集
」
と
丁
附
。
序
は
文
化
乙
亥
（
一
二
年
）
孟
夏
、
仙
台
南
山
釈
古
梁
、
賊
は
文
化
甲
戌
（
二
年
）
重
五
、
外
孫
の
岡
瑞

の
も
の
が
あ
る
。
孫
の
滕
千
秋
献
吉
・
岡
丑
双
玉
の
校
訂
で
、
全
部
で
一
五
六
首
、
荷
沢
の
場
合
、
七
六
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

後
の
編
か
と
推
定
さ
れ
る
。
交
遊
の
人
々
と
の
間
で
詠
ま
れ
た
作
が
多
く
、
考
証
が
進
め
ば
成
立
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
か
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
能
力
を
欠
く
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。
な
お
、
奥
田
直
輔
の
「
墓
硯
」
に
は
文
集
・
詩
集
を
一
括
し
て
扱
う
文
意
が
見
ら
れ

（
文
八
十
余
編
、
詩
三
百
五
十
余
編
）
、
文
数
・
詩
数
の
論
拠
は
そ
れ
ぞ
れ
『
荷
沢
雑
著
』
『
荷
沢
稿
』
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
寛
政

六
年
成
立
の
明
微
の
あ
る
『
荷
沢
雑
著
』
に
本
書
も
近
接
し
て
成
立
し
た
と
推
測
し
て
も
あ
な
が
ち
誤
ま
り
と
も
い
え
ま
い
。
恐
ら
く
、

生
涯
の
和
歌
の
集
成
で
あ
る
『
盛
雄
詠
藻
』
の
成
立
も
近
い
頃
に
想
定
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

②
連
壁
集

口
詩
論
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附
、
滕
太
問
答

こ
れ
も
歌
論
の
『
盛
雄
問
兼
胤
卿
答
』
の
場
合
に
同
じ
く
、
太
沖
が
設
問
し
、
細
井
徳
民
と
南
宮
弥
六
郎
が
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
か

ｊ野
ら
、
厳
密
に
は
徳
民
（
平
洲
）
・
弥
六
郎
（
大
湫
）
の
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
太
仲
の
関
心
の
所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
、

松メ
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。
伝
本
は
、
宮
城
県
図
書
館
蔵
写
一
冊
（
三
一
五
・
九
）
が
確
認
し
得
る
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
。

編作
無
地
表
紙
左
肩
に
子
持
ち
罫
短
冊
を
貼
り
、
「
滕
太
問
答
全
」
と
外
題
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
縦
二
五
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
二

著幹
セ
ン
チ
の
袋
綴
本
で
、
料
紙
は
柱
に
「
滕
章
堂
」
と
刷
ら
れ
た
楮
紙
を
用
い
、
墨
付
一
九
丁
、
そ
の
う
ち
第
八
丁
オ
ま
で
が
平
洲
と
の
問

泳
答
、
以
下
が
大
湫
と
の
問
答
で
あ
る
。
双
辺
有
界
（
内
界
縦
二
○
・
五
セ
ン
チ
、
横
二
一
・
七
セ
ン
チ
。
界
幅
一
・
五
セ
ン
チ
）
毎
半
葉

鳩
九
行
。
柱
心
の
「
滕
章
堂
」
は
太
沖
の
号
か
塾
名
で
も
あ
ろ
う
か
。
平
洲
問
答
の
方
の
端
作
り
は
、
翻
刻
本
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
内

椚
題
は
無
く
、
本
文
か
ら
三
字
下
り
で
二
行
に
「
問
滕
太
沖
／
対
井
徳
民
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
徳
民
は
平
洲
の
名
で
あ
る
。
本
文
は

畑

一
つ
書
き
で
、
．
問
」
．
対
」
の
如
く
漢
字
片
仮
名
混
り
文
で
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
終
末
三
項
は
間
者
答
者
が
逆
転
し
て
、
．
甚
三
郎

内
容
は
初
心
者
向
け
の
詩
の
作
法
を
説
い
た
も
の
で
、
五
七
絶
を
中
心
と
し
た
論
で
あ
る
。
五
言
絶
句
権
輿
、
五
絶
近
体
、
五
絶
詩

格
、
五
絶
結
構
、
読
二
詩
家
書
一
悪
論
上
、
同
下
、
七
言
絶
句
権
輿
並
詩
格
、
七
言
絶
句
結
構
、
置
二
身
開
天
一
論
、
不
し
読
レ
書
人
能
し
詩
論
、

貴
し
気
論
、
古
人
体
裁
論
、
下
二
詩
語
一
論
、
起
結
論
、
著
し
題
論
、
詩
意
論
、
論
二
和
輿
唐
詩
一
の
一
七
項
。
明
快
な
論
述
で
「
身
ヲ
開
元
天

宝
ニ
オ
ク
エ
夫
」
（
祖
株
の
説
に
拠
っ
て
い
よ
う
）
を
薦
め
、
そ
れ
が
詩
作
に
条
件
の
悪
い
日
本
の
、
特
に
東
奥
の
地
に
あ
る
こ
と
を
超

え
、
一
流
の
詩
を
詠
出
す
る
理
想
の
態
度
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
最
末
尾
に
「
ナ
ホ
五
律
ヨ
リ
ハ
ジ
メ
テ
諸
体
ノ
句
法
〈
後
二
書
ク
ベ
ク
候
」
と
あ
っ
て
、
続
編
執
筆
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
現

時
点
で
は
管
見
に
及
ん
で
い
な
い
。
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問
」
．
多
中
対
日
」
と
な
っ
て
い
る
。
甚
三
郎
は
平
洲
の
通
称
で
あ
る
。
更
に
第
五
丁
に
は
問
答
終
了
後
に
加
え
た
と
見
ら
れ
る
太
仲

の
二
行
割
細
字
注
が
五
一
行
に
わ
た
っ
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
欄
外
頭
注
が
三
ヶ
所
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
七
丁
か
ら
八
丁
に
か

け
て
、
記
述
の
順
序
の
訂
正
記
号
の
墨
線
と
○
印
、
「
前
」
「
後
」
の
指
定
注
が
あ
る
。
そ
し
て
本
文
末
に
「
右
五
月
廿
一
日
ノ
語
録
」

大
湫
と
の
問
答
は
、
直
ぐ
次
行
か
ら
始
ま
り
、
見
出
し
に
「
五
月
廿
九
日
六
月
五
日
両
度
語
録
」
と
あ
り
、
次
い
で
二
行
に
「
問
畑
中

太
沖
／
対
南
宮
弥
六
郎
」
と
あ
っ
て
、
次
行
か
ら
本
文
に
入
り
、
平
洲
問
答
と
同
じ
書
式
で
．
問
」
．
対
」
の
文
と
な
る
が
、
途
中
か

ら
問
答
の
逆
転
す
る
部
分
も
含
め
て
、
．
南
宮
日
」
．
多
忠
日
」
の
書
式
が
続
き
、
多
沖
の
細
字
注
、
頭
注
も
前
書
と
同
様
で
あ
る
。

末
尾
に
は
「
六
月
五
日
夜
南
宮
弥
六
郎
大
湫
卜
」
と
あ
り
、
以
下
は
料
紙
破
損
で
読
み
と
れ
な
い
。
五
月
廿
九
日
と
六
月
五
日
の
分
と

の
区
分
は
記
述
上
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。

さ
て
、
平
洲
問
答
の
「
五
月
廿
一
日
」
と
大
湫
問
答
の
「
五
月
廿
九
日
六
月
五
日
」
の
日
付
の
関
係
で
あ
る
が
、
大
湫
問
答
の
方
に

「
先
日
平
洲
ヘ
モ
咄
候
通
」
と
し
て
仙
台
龍
宝
寺
の
蔵
書
の
内
容
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
年
、
そ
れ
も
前
後
半
月
程
の

近
接
し
た
日
時
に
両
問
答
が
行
な
わ
れ
た
と
見
倣
し
て
誤
り
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
平
洲
問
答
に
「
去
年
米
沢
二
下
り
候
折
」
と
あ
り
、
平
洲
が
上
杉
鱈
山
か
ら
招
聰
さ
れ
て
米
沢
に
滞
在
し
た
の
が
明
和
八
年
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
問
答
の
年
は
明
和
九
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
大
湫
問
答
の
方
で
も
「
去
年
中
、
日
本
名
家
詩
選
ヲ
ヨ
ミ
候
」

と
あ
り
、
現
存
本
で
は
同
詩
集
は
安
永
四
年
刊
本
と
寛
政
十
年
刊
本
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
序
は
明
和
八
年
で
あ
り
、
同
年
初
刷
り
本

か
写
本
を
見
た
可
能
性
が
あ
り
、
傍
証
と
な
る
。
明
和
九
年
夏
五
月
末
か
ら
六
月
初
め
に
措
定
で
き
る
。

ま
た
、
問
答
の
場
所
は
、
平
洲
問
答
の
平
洲
の
言
に
見
え
る
「
当
分
炎
熱
晒
巷
二
候
間
、
秋
風
生
ジ
候
〈
（
、
チ
ト
夜
間
御
咄
仕
度
候
」

の
口
調
や
、
仙
台
を
話
題
に
し
て
「
御
国
元
」
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
大
湫
問
答
で
は
、
太
沖
の
言
に
「
初
日
今
日
共
二
殊

け
て
、
『

と
あ
る
。
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両
者
へ
の
質
問
事
項
は
ほ
ぼ
同
一
、
拠
っ
て
立
つ
学
問
的
な
立
場
か
ら
、
朱
子
、
仁
斉
、
柤
来
説
へ
の
態
度
、
漢
・
唐
諸
注
へ
の
見

；野
解
、
当
代
の
江
戸
文
壇
へ
の
評
価
、
講
義
テ
キ
ス
ト
へ
の
見
解
、
読
書
の
指
針
、
そ
し
て
逆
に
太
沖
へ
の
伊
達
藩
文
壇
、
詩
文
論
に
つ
い

松汎
て
の
質
問
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
当
座
の
問
答
の
記
録
を
整
理
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
両
問
答
共
、
後
か
ら
の
太
沖
の
見
解
が
細
注

怖
の
形
で
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
は
例
え
ば
、
柤
来
・
南
郭
へ
の
積
極
的
評
価
な
ど
が
見
ら
れ
、
本
音
と
問
答
の
中
で
の
意
見
に
は

著幹
差
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
こ
の
態
度
は
和
歌
の
場
合
の
広
橋
兼
胤
卿
と
の
問
答
の
場
合
に
共
通
し
て
い
る
）
。

謀
回
答
振
り
で
は
平
洲
の
方
が
や
や
抽
象
的
な
の
に
対
し
、
大
湫
は
説
の
引
用
や
儒
家
評
な
ど
具
体
的
で
、
そ
の
分
だ
け
対
話
も
は
ず

婚
承
、
江
戸
・
仙
台
の
話
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
京
の
江
村
北
海
、
彦
根
の
龍
草
盧
に
及
ん
で
面
白
い
。
太
沖
の
学
問
観
の
基
本
が
う
か
が
え

柵
る
資
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
平
洲
・
大
湫
の
資
料
と
も
な
る
の
で
、
後
に
附
録
と
し
て
本
文
翻
刻
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

畑

ノ
外
馳
走
丁
寧
ニ
テ
、
御
長
屋
ヘ
モ
秋
気
生
ジ
候
ハ
バ
…
…
罷
帰
申
候
」
と
あ
っ
て
、
太
沖
が
南
宮
宅
を
訪
問
し
て
い
る
と
知
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
共
に
江
戸
の
平
洲
宅
・
大
湫
宅
で
の
問
答
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

細
井
平
洲
と
南
宮
大
湫
は
と
も
に
尾
張
の
人
、
享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
の
生
れ
で
、
尾
張
藩
儒
中
西
淡
淵
を
師
と
す
る
同
門
、
と

共
通
点
が
多
い
。
大
湫
が
一
八
歳
で
江
戸
に
出
た
時
、
先
に
来
て
い
た
平
洲
か
ら
生
活
面
で
援
助
を
得
た
と
大
湫
問
答
に
あ
る
か
ら
、
相

携
え
て
勉
学
を
共
に
し
た
友
人
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
が
、
官
途
で
は
、
平
洲
が
尾
張
藩
儒
官
と
な
り
、
明
和
八
年
に
は
米
沢
藩
賓

官
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
な
ど
の
経
歴
を
持
つ
の
に
対
し
、
大
湫
は
諸
侯
に
講
説
の
機
会
は
多
か
っ
た
ら
し
い
（
大
湫
問
答
）
が
、
生
涯
に

つ
い
に
公
の
禄
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

太
沖
が
面
会
し
た
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
は
両
者
四
五
歳
（
太
沖
は
三
九
歳
）
、
共
に
折
衷
派
の
儒
者
と
し
て
脂
の
乗
り
切
っ
た
時

に
当
っ
て
い
た
。

－245－



㈱
は
縦
二
五
・
八
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
一
セ
ン
チ
の
袋
綴
本
で
、
標
無
地
表
紙
（
現
状
は
国
会
図
書
館
の
補
修
表
紙
を
重
ね
る
）
、
左

肩
題
篭
に
「
荷
澤
雑
著
乾
（
坤
）
」
と
外
題
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
で
、
双
辺
有
界
、
毎
半
葉
一
三
行
一
三
字
、
内
界
縦
一
九
・
○
セ
ン
チ
、
横

一
三
・
五
セ
ン
チ
、
墨
付
二
四
丁
（
内
、
序
一
丁
、
目
録
五
丁
）
。
偕
書
で
精
写
さ
れ
て
い
る
。
内
題
も
「
荷
澤
雑
著
」
、
寛
政
甲
寅

（
六
年
）
春
の
源
信
通
の
序
が
あ
る
。
奥
書
は
な
く
、
印
記
は
朱
長
方
印
「
飯
川
氏
／
図
書
印
」
が
巻
頭
の
右
上
隅
に
捺
さ
れ
て
い
る
。

㈹
イ
は
縦
二
六
・
三
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
一
セ
ン
チ
の
袋
綴
本
で
無
地
表
紙
、
左
肩
後
補
子
持
ち
罫
題
篭
に
「
荷
澤
雑
著
自
筆
稿
全
」

の
外
題
が
あ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
（
反
故
裏
も
か
な
り
用
い
て
い
る
）
で
墨
付
一
○
三
丁
、
一
面
二
行
書
き
だ
が
、
全
体
に
草
稿
風

で
や
や
乱
雑
な
印
象
を
受
け
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
内
題
は
「
荷
澤
雑
著
仙
台
滕
太
沖
沖
卿
著
」
。
序
、
目
録
は
無
く
、
五
ヶ
所
に
大
き
な
脱

文
、
落
丁
が
あ
り
、
例
と
比
す
と
、
一
五
項
少
く
（
欠
脱
の
も
の
も
含
む
か
）
、
特
に
下
巻
部
分
の
配
列
順
に
大
き
な
異
同
が
あ
る
（
後

記
構
成
参
照
）
。
書
写
奥
書
は
な
い
が
、
昭
和
二
九
年
常
盤
秀
五
郎
の
荷
沢
自
筆
本
に
非
ざ
る
由
の
識
語
が
巻
末
に
見
ら
れ
る
。
印
記
は

朱
丸
印
「
佐
沢
氏
」
な
ど
三
種
（
除
図
書
館
公
印
）
。
切
本
が
善
本
た
る
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

例
ァ
の
序
（
第
一
丁
オ
。
一
三
行
）
を
引
く
。

デ
（
》
○

㈲
国
立
国
会
図
書
館
蔵
写
二
冊
本
（
一
九
一
・
六
三
○
）

㈹
宮
城
県
図
書
館
蔵
写
一
冊
本
（
九
九
○
・
力
三
）

の
二
冊
が
あ
る
。
㈲
は
恐
ら
く
荷
沢
門
弟
複
数
に
よ
る
偕
書
の
清
書
本
。
㈹
は
外
題
に
「
自
筆
稿
」
と
あ
る
が
、
他
筆
に
よ
る
写
本
で
あ

伝
本
は

①
荷
沢
雑
著

白
散
文
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畑中荷沢書誌く華字著作編＞(松野）

陸
奥
者
古
鎮
府
之
地
也
。
中
葉
建
国
伊
達
氏
世
襲
封
而
居
仙
臺
城
。
号
稻
大
藩
、
土
壌
術
博
、
氏
俗
淳
厚
、
金
華
降
景
、
福
神
釜
貯
、

霊
液
秀
気
之
所
、
鐘
雄
偉
傑
俊
之
士
往
々
・
於
其
中
藤
太
沖
者
仙
臺
儒
学
也
。
夙
勵
志
文
學
、
博
問
宏
識
、
誕
有
聲
譽
、
僚
友
猪
謙
宜

者
謁
刺
余
、
有
年
一
日
持
太
沖
所
著
詩
文
若
干
来
、
視
余
且
日
、
欲
梓
以
公
同
好
請
幸
賜
一
言
、
以
發
華
首
簡
、
余
不
敏
局
當
其
需
、

余
窺
調
、
凡
物
必
有
所
由
来
、
美
悪
之
材
因
焉
、
馬
之
於
大
宛
、
象
之
於
桂
林
、
准
橘
谷
梨
、
楚
楠
衡
樟
、
皆
然
、
培
填
不
植
松
柏
、

河
漬
不
容
續
鰈
、
人
之
生
豈
亦
有
他
乎
、
今
大
藩
之
出
人
村
何
止
宛
馬
桂
象
乎
、
矧
余
於
伊
達
氏
、
有
爪
葛
之
親
其
得
俊
士
、
豈
不
稻

賛
若
夫
巨
匠
雲
構
輪
英
之
美
、
不
竣
具
論
余
豈
可
復
弄
斧
斑
門
乎
、
姑
書
此
言
、
以
與
備
猪
謙
宜
云

寛
政
甲
寅
季
春
源
信
通

伊
達
家
連
歌
師
猪
苗
代
謙
宜
に
依
頼
さ
れ
て
こ
の
序
を
執
筆
し
た
由
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
謙
宜
は
刊
行
を
口
に
し
た
よ
う
だ
が
、

結
局
実
現
に
は
至
ら
ず
、
こ
の
清
書
本
が
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

構
成
を
目
録
に
よ
っ
て
示
し
、
併
せ
て
宮
城
本
の
欠
脱
状
況
を
下
段
に
記
す
。
○
印
は
同
文
が
存
在
す
る
こ
と
、
×
印
は
欠
く
こ
と
。

△
印
は
一
部
脱
文
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
下
巻
見
出
し
項
目
下
の
洋
数
字
は
宮
城
本
の
配
列
順
で
あ
る
。

上
巻

仙
序①

寿
公
族
白
河
生
序

②
寿
周
翁
八
十
序

③
二
伝
略
抄
序

④
燕
沢
碑
考
序

⑤
桂
州
遺
稿
序

○○○×
↑
⑱
△
脱
文
首
六
十
字
。

○
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②
記 ⑧

傷
寒
論
弁
抄
序

⑨
職
方
外
紀
後
序

⑦
塩
浦
文
六
母
七
十
寿
詩
序

⑥
同
代
某
父
知
明
序

⑫
送
中
大
美
之
磐
城
温
泉
序
○

⑩
金
龍
生
十
釣
図
詩
序

⑳
送
棋
客
序

⑲
句
台
集
序

⑱
短
歌
国
字
訳
序

⑰
坪
碑
帖
序

⑯
詩
規
序

⑭
送
源
子
敬
之
東
都
序

⑬
藤
珠
余
傍
序

⑪
臥
遊
稿
序

⑳
詩
規
序
（
⑯
と
同
文
重
複
）

⑳
贈
岡
伯
仁
序

⑮
東
谷
文
集
叙

○○○○○○×○○○○△
↓
④
の
個
所
へ

×××
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畑中荷沢書誌く華字著作編＞(松野）

側
説 ⑳

萬
勝
岡
一
致
亭
記

⑳
朝
陽
堂
記

⑳
鎮
守
府
印
記

⑳
瀞
鹿
門
記

⑳
錦
川
亭
記

⑳
丘
氏
孤
松
記

⑳
金
華
棲
記

⑪
子
昂
画
記

⑳
花
瓶
記

⑫
琴
台
記

⑮
不
二
庵
説

⑭
採
薇
記

⑳
読
書
燈
記

⑱
滕
信
庸
字
説

⑲
田
行
尚
字
説

⑳
沼
直
博
字
説

⑰
滕
春
信
字
説

○○○○○○○×××○○○○○○○
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⑤
策
試
私
擬
⑨

下
巻
剛
書
蹟
⑧

⑭
答
高
子
亮

⑬
与
友
人
淋
長
崎
續

⑫⑪
与答
丹禅
子柱
亮師

⑳
与
源
東
江

⑲
答
中
奇
石
論
文
書

⑰
答
或
問
楽
書

⑱
答
源
子
謙
書

⑨⑳
桔鏡
橇研
説説

⑯
玄
玄
舎
誌

⑮
鯨
儲
説

⑭
三
世
館
説

⑬⑫
書筍
説説

○○○○○○○○ ○○○○○○

－250－



畑中荷沢書誌く華字著作編＞(松野）

(6)

賊⑲
引食
貸

(5)策

、
碑
硯
⑥

⑮
対
間
道
義
策

⑳
擬
対
斉
王
融
第
四
策
門

⑳
対
論
学
術
策

⑱
擬
漢
武
帝
策

⑳
寧
一
山
雄
島
碑
帖
駮

⑳
美
人
闘
草
図
賊

⑫
夢
鷹
詩
引

⑭
元
日
賜
宴
致
語

⑬
書
経
会
業
引

⑮
飯
塚
君
硯

⑳
殻
城
先
主
碑

⑰
道
全
居
士
硯

⑲
鈴
濡
人
墓
碑

⑳
曲
肱
居
士
隅

⑬
中
目
濡
人
墓
隅

×○○○○○○○○○○○○○○○
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⑫
賛
銘
側

伽
論

⑩
伝

⑨
記
事
⑪

⑧
祭
文
例

⑳
太
公
釣
渭
図
賛
丼
序

⑫
汲
霜
論

⑳
楠
判
官
論

⑳
妓
王
小
伝

⑲
記
長
谷
観
音
事

⑱
記
曾
我
氏
復
譽
事

⑰
祭
謝
太
伝
文

⑯
祭
殻
城
先
生
文

⑮
安
居
士
墓
碑

⑭
長
宜
硯

⑬
箕
水
道
人
墓
硯

⑪
露
計
翁
碑

⑫
源
伯
機
墓
硯

(3) (2)

○ ○○ ○ ○○△
脱
文
首
四
十
字

△
脱
文
末
尾
十
八
行

○○○△
脱
文
末
尾
四
十
字

×
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畑中荷沢書誌く華字著作編＞(松野）

⑮
東
都
途
中
雑
詩
十
四
首
×

价
国
会
本
の
場
合
、
⑯
⑳
の
「
詩
規
序
」
の
重
複
や
末
尾
の
⑭
⑮
紀
行
の
追
加
に
見
ら
れ
る
処
理
の
仕
方
な
ど
、
編
集
整
理
の
行
き
届

い
て
い
な
い
点
は
見
ら
れ
る
が
、
㈹
宮
城
本
の
収
録
文
は
全
て
採
っ
て
い
て
、
国
会
本
の
方
に
欠
け
て
い
る
文
は
無
い
こ
と
、
宮
城
本
に

欠
け
る
文
は
、
側
⑲
’
＠
、
⑧
⑯
、
⑤
⑲
、
例
⑮
、
⑫
⑳
、
⑭
⑮
の
如
く
、
各
部
門
の
末
尾
に
位
置
し
、
増
補
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
㈲
が
原
型
な
の
で
は
な
く
、
編
集
の
最
終
段
階
の
姿
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

宮
城
本
は
、
⑱
⑭
⑱
⑲
の
如
き
首
も
し
く
は
尾
部
を
欠
く
場
合
は
か
な
ら
ず
改
丁
に
当
る
部
分
で
あ
る
か
ら
、
本
来
は
存
在
し
な
が
ら

⑳
黄
相
国
賛

⑳
孫
真
人
金
像
賛

⑮
几
賛

⑭
繍
観
音
賛

⑳⑳
筆自
塚鳴
銘鐘
丼丼

序序

⑳
張
仲
景
賛

⑱
大
底
師
研
鑛
松
竹
亀
鶴
梅

⑫
陶
淵
明
琴
書
賛

⑪
寿
老
人
賛

⑭
東
都
紀
行

八
一
行
空
白
Ｖ

×○○○○○○○○○×
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落
丁
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
全
文
を
欠
い
て
い
て
国
会
本
に
見
え
る
も
の
が
存
在
し
た
可
能
性
は
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
会
本

に
存
し
て
宮
城
本
で
欠
く
文
は
一
三
に
上
り
、
全
て
を
落
丁
・
脱
文
と
は
考
え
難
い
こ
と
、
前
記
の
如
く
、
そ
れ
の
う
ち
の
か
な
り
の
文

が
各
部
門
の
末
尾
に
位
置
す
る
こ
と
、
配
列
の
点
で
、
祭
文
・
記
事
・
伝
・
論
の
如
き
文
数
の
少
い
部
門
が
後
半
に
位
置
し
、
短
文
の
讃

銘
が
最
後
に
く
る
国
会
本
の
方
が
整
理
さ
れ
た
印
象
を
も
つ
こ
と
（
無
論
、
⑭
⑮
の
紀
行
十
詩
は
最
終
的
増
補
と
見
る
わ
け
で
あ
る
）
、

な
ど
か
ら
、
宮
城
本
は
国
会
本
よ
り
も
成
立
過
程
の
上
で
早
い
段
階
に
属
す
る
伝
本
と
考
え
た
い
。

盛
雄
生
存
中
の
寛
政
六
年
の
序
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
国
会
本
の
原
型
は
自
撰
本
で
あ
ろ
う
こ
と
、
書
写
者
が
複
数
で
あ
り
、
欄
外
注
記

や
貼
紙
な
ど
本
文
異
同
や
文
意
不
明
の
指
摘
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
国
会
本
は
恐
ら
く
盛
雄
没
後
の
門
弟
達
に
よ
る
清
書
本
と
い
う

推
定
を
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
』
に
は
『
荷
沢
詩
文
集
』
の
書
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
あ
る
い
は
、
『
荷
沢
稿
』
と
本
書
が
合
冊
さ

れ
た
形
態
の
本
が
在
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
成
立
の
寛
政
六
年
は
荷
沢
六
一
歳
。
『
畑
中
盛
雄
歌
集
』
を
併
せ
て
、

生
涯
に
作
し
た
和
歌
・
漢
詩
・
文
を
集
大
成
す
る
時
期
に
当
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

㈱
国
会
図
書
館
蔵
『
荷
沢
雑
著
』
所
収
本
文

㈹
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
写
一
冊
本
（
Ｋ
Ｄ
二
九
○
・
キ
ー
）

㈲
宮
城
県
図
書
館
仙
台
文
庫
旧
蔵
写
一
冊
本
（
Ｋ
Ｄ
二
九
○
・
キ
ー
’
二
）

の
三
本
で
あ
る
。
㈲
は
、
①
『
荷
沢
雑
著
』
末
尾
の
⑭
九
丁
分
と
⑮
三
丁
分
。
前
述
の
如
く
清
書
本
で
信
頼
す
る
に
足
る
本
文
を
有
つ
。

伝
本
は

②
東
都
紀
行

－254－



ｊ野
即
ち
、
前
記
和
文
の
。

松〆
終
ら
ず
、
和
文
紀
行
本
文

怖
字
紀
行
本
文
の
ゑ
進
上
し
一

著幹
を
盛
る
伝
統
的
紀
行
の
麦

氷
す
る
表
現
形
態
で
あ
り
、
｝

婚
そ
の
解
の
余
地
が
あ
る
に
↑

輔
と
解
し
て
お
き
た
い
。
和

畑

紀
行
文
末
尾
の
「
安
永
六
歳
四
月
廿
二
日
畑
中
多
忠
藤
原
盛
雄
」
の
記
は
有
る
が
、
㈹
本
の
奥
書
は
な
い
。

宮
城
県
図
書
館
に
は
二
本
在
る
が
、
⑰
仙
台
文
庫
本
は
い
伊
達
文
庫
本
の
複
本
と
し
て
新
写
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
㈹
に
は
大

き
な
虫
損
が
あ
っ
て
本
文
に
解
読
不
能
部
分
が
多
く
、
⑤
は
い
の
虫
損
以
前
の
段
階
の
写
本
と
思
わ
れ
る
。

㈹
は
縦
二
八
・
六
セ
ン
チ
、
横
一
九
・
九
セ
ン
チ
の
袋
綴
本
で
、
白
地
に
緑
の
小
菊
唐
草
文
様
の
表
紙
左
肩
に
、
後
人
の
打
つ
け
書
き

の
「
紀
行
畑
中
盛
雄
」
の
外
題
が
見
ら
れ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
で
墨
付
二
三
丁
（
紀
行
本
文
一
九
丁
、
東
都
途
中
雑
詩
四
丁
）
、
遊

紙
後
一
丁
、
本
文
は
一
○
行
に
書
か
れ
て
い
る
（
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
）
。
料
紙
は
上
部
小
口
側
に
大
き
な
虫
損
、
破
れ
が
表
か
ら
裏

ま
で
貫
通
し
て
お
り
、
本
文
に
判
読
不
能
な
部
分
が
あ
る
。
な
お
綴
糸
は
補
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
序
は
な
く
、
本
文
末
に
「
安
永
六

歳
四
月
廿
二
日
畑
中
多
忠
藤
原
盛
雄
」
と
あ
り
、
丁
を
更
め
て
、
次
の
著
者
識
語
が
あ
る
。

国
字
紀
行
本
月
初
七
始
属
し
藁
。
十
有
／
二
日
卒
業
、
重
有
二
冊
定
之
命
一
、
十
有
／
七
日
記
寛
。
華
字
紀
行
十
有
八
日
甫
／
役
、
廿
有

二
日
脱
藁
、
若
途
中
雑
詩
点
／
検
未
レ
畢
、
以
レ
是
不
レ
能
二
副
上
一
、
稽
留
之
皐
謂
之
何
云

即
ち
、
前
記
和
文
の
「
道
の
記
」
執
筆
終
了
後
、
四
月
一
八
日
か
ら
本
書
の
執
筆
に
か
か
り
、
一
三
日
に
脱
稿
し
た
が
、
詩
の
点
検
が

終
ら
ず
、
和
文
紀
行
本
文
に
副
え
て
藩
主
に
進
上
出
来
ず
、
手
許
に
留
め
る
罪
を
何
と
も
し
難
い
の
謂
で
あ
る
。
「
不
能
副
上
」
を
「
華

字
紀
行
本
文
の
ゑ
進
上
し
て
詩
は
別
に
手
許
に
留
め
た
」
と
も
解
せ
る
が
、
和
文
の
、
旅
の
途
次
の
場
所
々
々
で
和
歌
を
挿
入
し
て
感
懐

を
盛
る
伝
統
的
紀
行
の
表
現
形
態
に
比
し
て
、
真
字
紀
行
の
、
詩
を
一
括
し
て
本
文
の
後
に
ま
と
め
る
の
は
、
散
文
と
詩
を
個
別
に
鑑
賞

す
る
表
現
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
本
来
的
に
分
離
し
易
い
性
格
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
者
自
身
の
詩
へ
の
評
価
（
不
満
足
さ
）
か
ら
、

そ
の
解
の
余
地
が
あ
る
に
し
て
も
、
や
は
り
一
具
一
連
の
作
と
し
て
充
分
な
推
稿
が
未
了
の
た
め
、
漢
文
旅
行
記
は
全
体
と
し
て
控
え
た

と
解
し
て
お
き
た
い
。
和
字
紀
行
が
流
布
し
て
い
る
の
に
、
華
字
の
方
の
伝
本
が
極
め
て
少
い
こ
と
の
理
由
も
そ
こ
に
求
め
て
お
き
た

1，，
0
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な
お
、
㈲
に
は
「
仙
台
文
庫
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

例
は
全
体
が
清
書
本
の
一
部
と
し
て
、
当
然
精
写
さ
れ
て
い
る
が
、
本
紀
行
文
・
詩
に
関
す
る
限
り
で
は
、
校
合
の
結
果
で
は
い
の
本

文
が
優
位
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

巻
末
に
付
載
さ
れ
る
「
東
都
途
中
雑
詩
」
は
、
㈹
の
場
合
に
は
更
め
て
「
畑
中
多
忠
藤
原
盛
雄
」
と
表
記
さ
れ
（
切
に
は
無
い
）
、
次

い
で
次
の
一
五
首
が
列
記
さ
れ
る
形
を
と
っ
て
い
る
（
つ
ま
り
、
散
文
と
詩
の
二
作
品
の
形
を
と
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
例
よ
り

㈹
が
原
型
の
姿
を
残
し
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
）
。

太
白
山
歌
地
在
長
町
有
桃
花
町
早
行
千
載
山
在
金
瀬
白
石
嵩
歌
越
河
関
月
輪
館
覧
古
地
有
桑
折
高
倉
駅
雨
中
口
号
経
須

箇
河
古
戦
場
白
河
関
給
水
富
士
震
髪
山
小
金
井
日
本
橋

い
ず
れ
に
せ
よ
、
和
文
・
漢
文
の
紀
行
は
一
具
一
連
の
作
品
で
あ
り
、
併
せ
て
検
討
、
鑑
賞
さ
れ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
旅
の
直
後
に
交
渉
が
始
ま
っ
た
と
見
ら
れ
る
細
井
平
洲
に
は
、
明
和
八
年
八
月
の
米
沢
か
ら
仙
台
松
島
へ
の
往
復
の
旅
行
記
、
漢

文
の
『
遊
松
島
記
』
、
和
文
の
『
を
し
ま
の
と
ま
や
』
（
仙
台
叢
書
六
に
両
書
所
収
）
が
在
る
。
上
杉
鷹
山
に
一
年
間
米
沢
に
招
か
れ
た
折

の
作
で
、
こ
れ
も
漢
文
旅
行
記
の
後
に
漢
詩
が
ま
と
め
ら
れ
、
和
歌
は
和
文
の
各
条
に
填
め
こ
ま
れ
て
、
表
現
形
態
は
盛
雄
の
場
合
と
同

一
で
あ
る
。
両
者
が
出
逢
う
以
前
か
ら
読
ん
で
い
て
、
影
響
関
係
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
か
否
か
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

伝
本
は
、
四
論

〃

①
貨
殖
論
（
経
済
秘
録
）

例
福
島
県
立
図
書
館
蔵
『
貨
殖
論
』
写
一
冊
（
三
三
○
・
一
三
）
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ｊ野
阿
部
清
右
衛
門
様

松〆
と
三
行
書
き
し
、
書
き
与

怖
右
本
書
ヨ
リ
ハ
詞
ヲ
略

著字
と
あ
り
、
伝
本
が
か
な
り

華泳
貨
殖
を
仁
義
の
道
に
則

婚
考
う
べ
き
こ
と
を
論
じ
た

輔
本
書
の
宛
先
の
阿
部
清

畑
あ
っ
た
が
、
仙
台
の
商
人

と
三
行
書
き
し
、
書
き
与
え
た
人
物
を
明
記
し
て
い
る
。
更
に
そ
の
後
に

右
本
書
ヨ
リ
ハ
詞
ヲ
略
シ
写
取
候
由
佐
藤
某
ノ
断
り
書
二
有
り
、
予
〈
夫
一
一
以
テ
写
耳
ト
志
村
時
敏
ノ
賊
ア
リ
嘉
永
四
年
正
月
晦
日

と
あ
り
、
伝
本
が
か
な
り
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

貨
殖
を
仁
義
の
道
に
則
る
も
の
と
し
て
肯
定
的
に
把
え
、
国
家
経
営
の
た
め
に
も
、
士
大
夫
の
倫
理
の
た
め
に
も
有
用
の
も
の
と
し
て

考
う
べ
き
こ
と
を
論
じ
た
書
で
あ
る
。
荷
沢
の
文
芸
観
を
考
え
る
場
合
に
も
配
慮
す
べ
き
論
害
た
る
こ
と
は
論
を
挨
た
な
い
。

本
書
の
宛
先
の
阿
部
清
右
衛
門
は
、
続
世
臣
家
譜
に
よ
れ
ば
、
安
倍
氏
。
名
を
庸
章
と
い
い
、
元
は
石
巻
の
商
人
で
相
沢
屋
の
二
男
で

あ
っ
た
が
、
仙
台
の
商
人
安
倍
松
庸
の
義
弟
と
な
り
、
仙
台
府
下
の
商
人
と
な
っ
た
。
度
点
の
藩
費
欠
乏
に
際
し
て
納
金
し
、
安
永
四
年

本
は天

明
三
年
四
月
六
日

④
宮
城
県
図
書
館
蔵
『
貨
殖
弁
』
写
一
冊
（
Ｋ
Ｍ
○
九
○
ｌ
カ
セ
）
天
保
二
写

⑤
同
『
経
済
秘
録
』
写
一
冊
（
Ｋ
Ｍ
○
九
○
・
ヶ
三
）
漢
字
平
仮
名
混
り
文

㈲
仙
台
叢
書
一
所
収
『
経
済
秘
録
』

㈱
日
本
経
済
叢
書
二
『
貨
殖
論
』
（
大
正
四
刊
同
刊
行
会
）

助
日
本
経
済
大
典
一
七
『
貨
殖
論
』
（
昭
和
三
刊
。
昭
和
四
三
復
刊
明
治
文
献
）

㈲
『
貨
殖
弁
』
（
昭
和
七
刊
。
大
阪
青
葉
倶
楽
部
）

国
書
総
目
録
の
京
大
本
は
未
見
で
あ
る
。
仙
台
叢
書
本
は
、
巻
末
に
「
天
明
三
年
四
月
六
日

畑
中
多
仲

畑
中
多
忠
」
と
一
行
に
記
す
が
、
福
島
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以
上
が
現
在
ま
で
に
管
見
に
及
ん
だ
畑
中
荷
沢
の
華
字
著
作
の
全
て
で
あ
る
。
岳
父
芦
東
山
や
女
儒
と
し
て
知
ら
れ
た
妻
捉
に
関
連
す

る
資
料
や
江
戸
詩
壇
な
ど
の
各
種
撰
集
な
ど
に
見
落
し
て
い
る
資
料
は
少
か
ら
ず
存
在
す
る
か
と
思
う
が
、
一
ま
ず
の
基
本
的
な
整
理
と

し
て
今
後
補
訂
し
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
林
笠
翁
の
『
儀
式
徴
（
初
稿
）
』
（
東
北
大
学
図
書
館
猪
野
文
庫
蔵
由
比
本
）
の
政
に
見
ら
れ

る
、
『
儀
式
徴
』
の
書
名
を
太
沖
の
意
見
を
容
れ
て
『
儀
式
考
』
と
変
え
た
と
い
う
例
の
如
き
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
類
も
ま
だ
ま
だ
多
か
ろ
う

と
思
う
。
こ
れ
も
追
為
補
足
し
た
い
。

荷
沢
の
華
字
著
作
の
中
で
は
主
要
作
品
で
あ
る
『
荷
沢
雑
著
』
が
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
ほ
か
、
個
有
の
作
品
で
は
『
東
都
紀
行
・
東

都
途
中
雑
詩
』
、
ま
た
江
戸
文
壇
と
の
関
係
や
儒
者
と
し
て
の
立
場
を
鮮
明
に
打
出
し
て
い
る
『
滕
太
問
答
』
な
ど
が
未
翻
刻
で
作
品
に

接
し
難
か
っ
た
こ
と
が
、
従
来
荷
沢
へ
の
関
心
を
大
き
く
さ
せ
な
か
っ
た
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ひ
と

ま
ず
『
滕
太
問
答
』
を
附
録
と
し
て
翻
刻
し
、
そ
の
一
歩
を
進
め
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

同
書
の
翻
刻
を
許
可
さ
れ
た
宮
城
県
図
書
館
を
初
め
、
資
料
調
査
に
際
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
各
図
書
館
、
萱
場
健
之
氏
、
阿
部
千
春

氏
に
対
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
年
度
科
学
研
究
補
助
金
（
一
般
研
究
Ｃ
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

士
分
と
な
り
、
天
明
元
年
に
は
広
間
番
士
と
し
て
百
七
十
七
石
五
斗
を
禄
す
よ
う
に
な
っ
た
。
本
書
を
送
ら
れ
た
天
明
三
年
四
月
六
日
か

ら
四
ヶ
月
後
の
八
月
に
は
「
物
置
金
之
事
」
に
与
り
、
尽
力
の
結
果
を
認
め
ら
れ
て
白
晒
一
匹
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
商
人
か

ら
藩
の
財
務
担
当
官
と
な
っ
て
功
績
を
あ
げ
た
時
期
に
本
書
が
送
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
藩
財
政
担
当
者
に
と
っ
て
、
貨
殖
を
儒
教

倫
理
か
ら
積
極
的
に
肯
定
す
る
本
書
の
内
容
は
、
力
強
い
支
援
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
庸
章
は
こ
の
四
年
後
に
病
を
得
て
辞

任
し
て
い
る
。

一
一
一
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畑中荷沢書誌く華字著作編＞(松野）

附
『
滕
太
問
答
』
〈
翻
刻
〉

本
書
の
書
誌
は
前
記
項
目
の
如
く
だ
が
、
翻
刻
に
当
っ
て
は
次
の
原
則
に
従
っ
た
。
即
ち
、
漢
字
は
常
用
漢
字
、
仮
名
は
片
仮
名
を
原

則
と
し
た
。
「
ず
」
「
圧
」
「
〆
」
な
ど
は
ヨ
リ
」
「
ト
モ
」
「
シ
テ
」
と
開
い
た
が
、
頻
出
す
る
「
候
得
共
」
「
二
而
」
や
仮
名
遣
い
の
誤

り
、
若
干
混
じ
て
い
る
平
仮
名
、
オ
ド
リ
点
、
ル
ビ
は
表
記
通
り
と
し
た
。
ま
た
、
読
解
の
便
宜
か
ら
、
句
読
点
、
濁
点
を
打
ち
、
明
ら

か
な
宛
字
な
難
読
字
に
は
傍
に
〔
〕
で
私
解
を
示
し
た
。

太
沖
が
問
答
終
了
後
に
記
入
し
た
二
行
割
細
字
注
や
頭
注
は
、
二
字
下
げ
で
〔
〕
で
本
行
と
し
て
挿
入
し
た
。

〔
付
記
〕
『
太
沖
詩
規
』
（
日
本
詩
話
叢
書
）
底
本
の
所
蔵
者
藤
塚
郷
氏
に
つ
い
て
後
藤
重
郎
氏
を
通
じ
て
尾
崎
知
光
氏
か
ら
の
示
教
を

い
た
だ
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
藤
塚
氏
は
八
高
に
は
明
治
四
二
年
か
ら
大
正
一
五
年
ま
で
在
職
、
「
中
山
高
陽
と
藤
塚
式
部
」
（
書
苑
五

’
一
二
昭
恥
）
、
「
林
子
平
と
藤
塚
式
部
」
（
大
東
文
化
一
○
三
、
一
○
六
昭
肥
）
の
論
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
塩
釜
神
社
の
神
官
で

国
学
者
で
あ
っ
た
藤
塚
式
部
の
子
孫
と
推
察
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ざ
す
れ
ば
、
仙
台
藩
儒
の
詩
論
書
が
伝
存
す
る
の
も
極
め
て
自

然
で
あ
る
。
現
存
の
有
無
を
含
め
て
今
後
確
認
に
つ
と
め
た
い
。
両
氏
に
感
謝
申
あ
げ
た
い
。

一一

対問 滕
太
問
答
（
外
題
）

問対
足
下
学
問
ノ
筋
何
様
ノ
目
当
何
様
ノ
害
二
従
し
候
ャ
。

先
王
孔
子
ノ
道
ノ
外
無
之
。
書
〈
六
経
論
孟
筍
ナ
ド
’
一
シ
タ
ガ
イ
申
候
。

井滕
徳太
民沖
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一
対
至
極
蒲
同
妹
二
存
候
。
不
及
委
細
候
。

一
問
書
経
〈
古
文
今
文
ト
モ
ニ
オ
コ
ナ
ハ
レ
候
ヘ
ド
モ
、
明
朝
一
一
テ
モ
此
方
ノ
仁
斉
ナ
ド
モ
古
文
ノ
安
国
伝
を
偽
書
ノ
様
二
申
候
。
ナ

一
間
当
時
朱
子
仁
斉
柤
来
ナ
ド
ガ
説
ハ
ャ
リ
候
。
此
内
何
レ
ニ
従
ガ
ハ
レ
侯
ャ
。

一
対
柤
来
ヨ
リ
ハ
ジ
メ
、
イ
ヅ
レ
ニ
モ
純
一
二
従
不
申
、
ヨ
キ
処
ヲ
取
候
内
二
沮
来
ガ
方
古
ニ
チ
カ
ク
候
間
、
此
ヲ
ト
リ
申
候
得
共
、

ト
カ
ク
泥
ミ
不
申
、
流
メ
ダ
、
ヌ
様
二
仕
候
。

一
間
左
候
得
（
、
足
下
了
簡
兎
角
漢
唐
諸
注
家
ノ
説
ト
見
得
候
間
、
十
三
経
注
疏
ナ
ド
ト
ク
ト
吟
味
ナ
ド
可
致
事
二
可
有
之
候
。
其
内

ニ
モ
、
孔
叢
子
一
一
云
ゴ
ト
ク
、
孔
子
ノ
語
一
一
聖
人
ノ
道
〈
詩
書
二
始
り
礼
楽
二
終
ル
ト
候
得
（
、
詩
経
書
経
ナ
ド
團
一
ト
了
簡
可
申
候

一
問
御
了
簡
』

御
了
簡
候
哉
。

一
対
子
貢
ガ
伝
申
氏
ト
似
ダ
ル
物
二
候
。
只
今
可
懸
御
目
候
由
一
一
而
、
出
シ
為
見
候
。
□
ロ
ク
ァ
ヘ
テ
此
伝
ヲ
ト
リ
テ
候
ニ
モ
無
之
、

申
毛
二
氏
ヲ
廃
ニ
モ
無
之
、
古
キ
ヲ
ァ
ッ
メ
タ
ッ
ト
ブ
心
ニ
テ
候
。

一
問
御
了
簡
勿
論
二
候
・
朱
氏
ノ
鄭
ノ
衛
ヲ
淫
奔
ト
シ
、
詩
序
ヲ
ケ
ヅ
リ
候
ナ
ド
思
上
入
有
事
候
得
共
、
チ
ト
ス
マ
ヌ
事
モ
候
。
如
何

取
立
吟
味
仕
候
斗
二
候
。

一
問
詩
経
〈
人
情
ニ
チ
ュ

一
対
其
通
り
無
相
違
候
得
共
、
中
々
十
三
経
ナ
ド
ョ
ク
埒
明
候
卜
申
事
ナ
ド
ハ
無
之
候
。
幼
年
ノ
頃
詩
経
ヲ
好
ミ
候
間
、
子
貢
古
伝
ヲ

一
間
左
候
桓

ニ
モ
、
孔
垂

哉
。
如
何
。

問
詩
経
〈
人
情
ニ
チ
カ
ク
学
問
ノ
専
一
一
一
候
得
共
、
勿
論
二
候
処
、
注
家
様
々
前
漢
一
天
有
之
候
へ
共
、
皆
断
絶
、
ワ
ヅ
ヵ
モ
蓑
ガ

伝
二
鄭
玄
ヵ
菱
ノ
コ
リ
候
ヲ
、
唐
ノ
学
官
タ
テ
候
ヲ
当
世
用
上
候
。
外
一
一
申
公
力
詩
説
候
へ
共
、
篇
ノ
タ
テ
様
別
段
二
候
・
子
貢
ガ
古

伝
ヲ
焦
弱
侯
ガ
書
目
一
一
テ
見
申
候
。
其
板
行
レ
ハ
、
弊
邦
ニ
テ
モ
児
輩
ト
リ
ァ
ッ
カ
イ
候
へ
共
、
我
未
見
之
候
。
御
了
簡
一
二
毛
氏
申

氏
ナ
ト
、
違
事
候
哉
。
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畑中荷沢書誌く華字著作編＞(松野）

丘
明
力
作
無
之
由
〈
唐
書
□
ロ
ス
ガ
伝
二
出
申
候
。
但
シ
、
后
漢
ノ
ロ
固
孔
頴
達
ナ
ド
ハ
丘
明
□
口
由
申
候
。
元
来
二
説
御
座
候
。

□
口
一
候
対
モ
此
事
二
御
座
候
。

一
問
当
世
江
戸
ノ
人
物
ア
マ
ダ
有
之
候
事
二
候
。
サ
ダ
メ
テ
名
士
ノ
内
二
、
態
沢
了
戒
、
荻
生
ソ
ラ
イ
、
太
宰
徳
夫
ナ
ド
ホ
ド
ノ
情
コ

ハ
ク
偏
ラ
シ
ク
候
へ
共
、
聖
人
ノ
道
ヲ
見
シ
メ
博
物
文
章
有
之
、
一
家
ヲ
タ
テ
候
衆
誰
々
二
候
哉
。
足
下
ナ
ド
此
境
ニ
ハ
有
之
マ
ジ
ク

立
ノ
ボ
リ
候
了
簡
ト
存
候
。
承
度
候
。

一
対
中
二
徳
夫
ホ
ド
ノ
人
物
無
之
。
私
ナ
ド
ヲ
ハ
ジ
メ
皆
々
似
ダ
ル
者
二
侯
。
其
中
二
高
下
候
斗
二
候
。
大
カ
タ
古
経
漢
唐
二
従
上
、

宋
以
下
ノ
説
ヲ
キ
ラ
イ
、
先
王
ノ
道
ニ
チ
ヵ
ク
物
ヲ
説
候
斗
候
。
一
家
タ
テ
、
世
ヲ
風
廃
ス
ル
程
ノ
衆
〈
無
之
候
。

（
マ
、
）

一
間
足
下
大
藩
ノ
諸
侯
カ
タ
ヘ
御
出
入
一
段
二
候
・
定
而
書
物
ヲ
講
じ
直
ヲ
指
南
可
致
申
候
。
何
ヲ
先
セ
ラ
レ
候
哉
。

ル
ホ
ド
出
候
事
ヲ
ソ
ク
候
故
、
ウ
タ
ガ
ヒ
候
モ
コ
ト
ハ
リ
ナ
ガ
ラ
、
余
リ
ナ
ル
事
二
候
。
イ
カ
ゞ
・

一
対
是
モ
御
同
意
二
存
候
。
ト
カ
ク
古
経
ハ
ナ
キ
ョ
リ
ァ
ル
方
ガ
コ
ト
ノ
外
ヨ
ク
候
へ
（
、
今
古
文
書
経
重
宝
二
奉
存
候
。

一
間
春
秋
伝
ハ
ァ
マ
タ
候
へ
共
、
皆
漢
二
絶
申
候
。
今
ノ
世
一
天
左
伝
ハ
ャ
リ
、
児
童
マ
デ
モ
テ
ァ
ソ
ピ
候
。
但
シ
、
経
義
一
一
ヲ
キ
テ

ハ
左
伝
ニ
テ
モ
一
通
リ
ス
ミ
候
へ
ト
モ
、
公
羊
伝
、
教
梁
伝
ト
合
セ
見
候
へ
（
、
雲
泥
ト
チ
ガ
ヒ
候
。
此
処
愚
見
モ
候
へ
共
、
先
以
御

了
簡
尋
入
候
。
勿
論
、
唐
ノ
説
ニ
モ
左
氏
〈
穏
当
、
公
穀
〈
理
屈
二
而
ム
ヅ
カ
シ
ク
候
由
申
候
へ
共
、
前
漢
一
一
テ
ハ
公
穀
ニ
テ
政
ヲ
サ

バ
キ
、
本
朝
ニ
テ
モ
王
代
〈
公
穀
ノ
博
士
ヲ
ヲ
カ
レ
伝
授
ア
ル
モ
ノ
ニ
候
。
理
屈
〈
但
シ
当
世
ヘ
ァ
ハ
ヌ
事
三
伝
共
二
見
得
申
候
。

一
対
日
先
以
春
秋
ノ
左
伝
ニ
テ
サ
バ
キ
申
候
外
無
之
、
中
々
三
伝
ヲ
シ
コ
ナ
シ
サ
バ
キ
候
事
ハ
成
カ
ネ
申
候
。
一
伝
候
ソ
レ
キ
リ
候

二
、
外
了
簡
無
御
座
候
。
勿
論
左
伝
モ
後
世
ノ
作
、
左
丘
明
一
天
無
之
之
由
ナ
ド
申
候
。
左
様
ナ
ル
所
モ
有
之
、
又
〈
格
法
今
古
ト
チ

カ
ヒ
候
間
、
ア
ハ
ヌ
事
モ
大
分
有
之
候
。
左
様
ニ
折
入
専
議
モ
不
仕
候
。
文
章
ノ
用
ノ
ミ
ニ
世
上
用
申
候
。

〔
頭
注
。
太
沖
ヵ
〕
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一
対
耐

仕
候
。

一
間
｛

一
又
問
日
御
了
簡
古
今
大
カ
タ

ク
候
。
ト
カ
ク
無
益
ノ
高
遠
二

一
対
日
左
様
ニ
御
座
候
。
六
諭

〔
以
下
太
沖
細
字
注
。
二
行
割
〕

此
説
昔
ヨ
リ
有
事
也
。
但
シ
ョ
キ
了
簡
二
候
。
俗
儒
〈
及
ビ
ガ
タ
ク
御
座
候
。
ト
カ
ク
功
ヲ
ロ
ロ
御
座
候
。

吟
味

一
対
左
様
一
天
候
へ
共
、
愚
見
一
天
近
世
モ
荻
生
ナ
ド
モ
礼
楽
ノ
事
ト
ャ
ヵ
ク
申
候
へ
共
、
三
代
ノ
礼
楽
モ
当
世
ハ
ー
向
二
無
之
可

申
候
。
柱
モ
無
之
候
間
、
愚
見
一
天
治
民
安
国
ノ
種
〈
孝
悌
忠
信
仁
義
二
候
へ
（
、
是
ヲ
ト
キ
テ
女
子
小
人
マ
デ
モ
耳
チ
カ
ク
指
南
仕

ル
覚
悟
二
候
・
諸
侯
方
ヘ
モ
此
通
リ
ニ
ヲ
シ
ヘ
ヲ
施
シ
候
。

一
又
問
日
御
了
簡
古
今
大
カ
タ
左
様
ナ
ル
物
二
候
。
一
段
ヨ
ク
候
。
但
シ
、
此
事
一
一
ツ
キ
テ
ハ
人
々
了
簡
有
之
、
一
様
一
天
申
候
ガ
タ

ク
候
。
ト
カ
ク
無
益
ノ
高
遠
一
ス
シ
リ
理
ニ
タ
ヲ
レ
ヌ
ャ
ウ
ニ
〔
致
〕
シ
テ
今
日
ノ
世
上
へ
益
ア
ル
事
道
一
一
チ
カ
ロ
候
。

一
対
日
左
様
ニ
御
座
候
。
六
諭
桁
義
ノ
様
ナ
ル
事
ニ
テ
モ
民
サ
ヘ
合
点
ス
レ
バ
能
治
り
申
候
。

〔
頭
注
〕

問
聖
人
ノ
詩
書
礼
楽
刑
政
ナ
ド
、
申
候
三
代
ノ
ヵ
タ
ヲ
本
二
致
シ
、
代
々
損
益
シ
テ
、
制
作
〈
聖
ナ
ラ
ネ
バ
、
ナ
ラ
ズ
ト
モ
其
本
ニ

モ
ト
ラ
ヌ
様
二
治
民
ノ
術
ヲ
致
ス
筋
二
見
得
候
。
高
尺
如
何
候
。

一
右
ノ
申
役
、
細
井
ヵ
説
ヨ
ク
御
座
候
。
一
向
二
難
無
之
世
上
通
行
二
御
座
候
。
但
シ
、
愚
慮
ハ
チ
ト
別
二
御
座
候
。
サ
リ
ナ
ガ
ラ

ヶ
損
ノ
事
〈
一
人
点
々
了
簡
ア
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
父
子
師
弟
ト
イ
ヘ
ド
モ
同
ジ
様
二
押
ツ
ヶ
ラ
レ
ヌ
物
二
御
座
候
。
其
口
要
イ
ヅ
レ
ノ

説
モ
道
ノ
内
一
ヌ
ヅ
レ
ヌ
事
一
一
テ
、
平
穏
ト
精
微
ト
違
上
候
斗
故
、
人
を
ノ
好
一
ニ
ヵ
セ
申
事
候
。
ソ
レ
ュ
ヘ
孔
子
モ
太
Ⅲ
言
各
志

ト
仰
ラ
レ
テ
、
諸
門
人
存
分
出
候
ガ
、
顔
子
ガ
妙
言
ヲ
ホ
メ
、
子
路
ガ
出
ホ
フ
ダ
イ
モ
一
笑
シ
テ
指
ヲ
カ
レ
候
。
子
路
ガ
申
様
顔
子

ヨ
リ
下
り
候
へ
共
、
一
格
ア
ル
故
一
一
候
。
籾
、
細
井
ガ
申
様
ヤ
ハ
ラ
ヵ
ナ
ル
功
者
ノ
カ
様
皇
ニ
テ
、
世
上
．
｜
一
ア
ヒ
治
民
此
上
ナ
ク

別
ノ
物
モ
無
之
候
。

前
二
申
候
六
経
論
孟
筍
子
ヲ
学
士
へ
ト
キ
候
卜
〈
別
段
候
。
一
通
治
国
平
天
ノ
筋
斗
ヲ
説
申
候
。
計
訓
〈
不
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候
。
サ
リ
ナ
ガ
ラ
コ
、
ニ
ロ
決
御
座
候
。
ソ
レ
故
代
々
ノ
唐
名
儒
本
朝
ニ
テ
モ
王
代
不
及
申
候
。
近
世
モ
猩
窩
仁
斉
了
戒
ナ
ト
ノ
如

キ
心
法
斗
ノ
学
者
モ
、
礼
楽
ヲ
時
一
一
申
候
。
柤
来
ナ
ド
ハ
ヒ
タ
ト
礼
楽
ヲ
サ
ダ
仕
候
。
扱
又
此
礼
楽
ト
申
モ
ノ
ナ
ル
ホ
（
ド
）
今
世
六
三

代
ノ
様
ナ
ル
事
〈
一
向
無
之
候
。
夏
段
周
ノ
礼
楽
〈
ナ
シ
。
ソ
レ
ヲ
ス
ル
ョ
リ
ハ
孝
弟
仁
義
斗
ニ
テ
、
ヨ
シ
ト
見
ル
事
、
和
漢
ト
モ

’
一
無
理
ナ
ラ
ズ
候
。
ヨ
リ
テ
孟
子
モ
堯
舜
ノ
道
〈
孝
悌
ノ
ミ
、
又
日
仁
義
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ド
、
申
テ
、
コ
レ
’
一
テ
治
国
ス
ミ
申
候
１

へ
、
世
二
目
ニ
モ
見
へ
ヌ
古
ノ
礼
楽
沙
汰
ス
ル
ハ
迂
遠
無
用
ノ
様
二
存
ラ
レ
候
。
サ
レ
ド
礼
楽
ノ
情
サ
ャ
ウ
ノ
物
一
天
無
之
候
。
コ

ト
ニ
聖
人
ノ
制
作
ノ
本
源
ヲ
シ
ラ
ザ
レ
、
〈
、
大
カ
タ
カ
ャ
ウ
ニ
礼
楽
ヲ
見
ル
モ
ノ
’
一
候
・
ソ
レ
故
、
今
世
礼
楽
〈
古
礼
楽
二
似
不
申
候

へ
ト
モ
、
籾
又
礼
楽
〈
礼
楽
二
候
。
ヨ
リ
テ
孔
子
モ
、
楽
云
楽
云
鐘
鼓
云
乎
哉
、
礼
云
礼
云
玉
帛
云
乎
哉
ト
有
テ
、
礼
楽
ノ
本
ヲ
述
ラ

レ
候
。
コ
レ
ラ
万
世
ノ
礼
楽
へ
ワ
タ
リ
、
三
代
ノ
礼
楽
〈
ナ
シ
。
吟
味
無
用
ト
申
〈
、
礼
楽
ノ
繁
文
促
節
ノ
ァ
ト
ヲ
見
テ
申
候
。
礼
楽

ノ
意
二
日
ハ
ナ
レ
テ
モ
仁
義
孝
弟
ヲ
行
上
可
候
様
無
之
。
ソ
レ
ュ
ヘ
漢
儒
ノ
論
語
注
二
道
ト
申
字
ヲ
大
カ
タ
礼
楽
ヲ
サ
ス
ト
注
シ

ア
ラ
キ
ア
ト

申
候
。
籾
、
礼
楽
ヲ
粗
迩
ト
ミ
テ
仁
義
孝
弟
斗
ヲ
ト
キ
候
へ
（
、
初
メ
ハ
ョ
ク
候
へ
共
、
後
一
天
心
法
一
一
ナ
リ
、
無
術
一
一
ヲ
チ
ィ
リ

候
。
宋
元
ノ
ー
日
ノ
学
風
ナ
ド
此
気
味
有
之
候
。
ヨ
リ
テ
周
ノ
世
ノ
法
詩
礼
楽
ノ
四
術
ヲ
タ
テ
、
学
ヲ
シ
へ
候
上
ハ
、
大
司
徒
ノ
労

ヨ
リ
役
人
ヲ
モ
ウ
ヶ
、
五
倫
ヲ
和
グ
ル
術
乏
〈
又
別
段
ニ
ヲ
シ
ヘ
候
。
コ
レ
書
経
ノ
舜
ノ
法
二
候
。
カ
ャ
ウ
ニ
折
入
ヲ
シ
ヘ
ハ
絶
シ

タ
ル
事
二
見
及
申
候
。
又
礼
楽
卜
申
セ
バ
、
立
居
フ
ル
マ
ヒ
、
膳
ノ
ァ
ゲ
ヲ
ロ
シ
、
或
ハ
五
常
楽
ノ
越
殿
楽
ノ
ト
、
吹
ヵ
引
カ
ノ

様
二
聞
候
得
ド
モ
、
是
モ
左
様
ニ
無
之
候
。
周
礼
二
吉
凶
軍
賓
嘉
ノ
五
礼
ヲ
タ
テ
候
。
コ
レ
ヲ
稽
古
ス
レ
バ
、
君
子
ノ
地
ニ
イ
タ
リ

テ
、
奉
公
モ
政
務
モ
ナ
ル
ャ
ウ
ニ
致
シ
、
易
一
一
モ
先
王
楽
ヲ
ツ
ク
リ
テ
サ
ヵ
リ
’
一
鬼
神
一
一
ス
、
ム
ト
モ
有
テ
、
時
代
ノ
音
ロ
ヲ
考
ェ
楽

ヲ
相
応
ニ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
、
目
二
見
ヘ
ヌ
鬼
神
天
地
ヲ
モ
ナ
ク
サ
ム
ル
ョ
リ
ハ
ジ
メ
、
人
心
ノ
ト
、
コ
ヲ
リ
ヲ
ク
ッ
ロ
ゲ
、
礼
ト
相
互

二
車
ノ
両
輪
ノ
如
ク
｜
一
助
ヲ
ナ
ス
物
ノ
ョ
シ
、
礼
記
楽
記
ナ
ド
ニ
モ
見
へ
候
故
、
当
世
ノ
小
笠
原
武
田
流
ノ
礼
、
観
世
々
ロ
ノ
俗
謡

モ
三
代
ヨ
リ
タ
メ
ス
ガ
メ
テ
見
テ
、
其
日
用
ナ
ル
ヲ
取
用
ル
事
、
孔
子
ノ
語
ニ
モ
叶
上
、
礼
楽
ノ
遺
風
ト
申
モ
ノ
、
ソ
ノ
上
古
礼
楽
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ヲ
コ
ノ
ム
君
上
ヲ
ハ
シ
マ
ス
時
ハ
イ
カ
ニ
モ
和
漢
ノ
古
二
立
カ
ヘ
リ
、
何
祀
モ
礼
楽
ノ
吟
味
出
、
ソ
レ
ョ
リ
ス
ミ
カ
ネ
ヲ
ア
テ
、
孝

弟
仁
義
ヲ
沙
汰
ス
レ
バ
、
三
代
ニ
チ
ヵ
ク
、
術
ノ
手
当
有
之
、
稽
古
致
シ
安
ク
見
得
候
。
只
モ
ノ
仁
義
ノ
ー
ト
申
テ
モ
、
手
段
ノ
シ

カ
タ
ナ
ク
テ
〈
、
行
上
稽
古
二
申
様
無
之
候
。
ソ
レ
ュ
ヘ
聖
人
ノ
礼
楽
刑
政
ハ
ッ
ヶ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
此
処
二
利
用
厚
生
ト
制
作
ト

三
段
候
へ
ド
モ
、
先
以
制
作
斗
ニ
テ
、
此
咄
〈
相
済
申
候
故
、
如
此
候
。
此
上
二
礼
楽
ノ
妙
二
至
リ
テ
ハ
、
陰
陽
饗
理
ノ
術
ニ
イ
タ

リ
候
。
此
事
周
礼
三
公
ノ
条
下
二
出
候
。
勿
論
、
礼
記
月
令
其
外
書
経
易
等
ニ
モ
、
皆
々
鍵
理
ヲ
ト
キ
候
。
世
ト
申
モ
ノ
ハ
ロ
太
平
ニ

治
メ
テ
モ
、
天
地
ノ
気
ヲ
治
メ
様
シ
カ
ト
埒
明
不
申
候
而
、
疫
瘻
キ
キ
ン
大
水
大
火
ナ
ト
出
テ
、
人
種
ウ
セ
候
得
（
、
治
平
ト
申
ガ

タ
ク
、
ヨ
リ
テ
三
公
〈
一
向
ノ
無
職
薑
、
此
陰
陽
斗
ヲ
ト
、
ノ
ヘ
候
事
、
本
役
二
候
。
コ
レ
先
王
先
王
聖
人
ノ
妙
二
御
座
候
。
本
教

モ
御
同
前
ノ
御
格
卜
見
へ
、
淡
海
公
ノ
令
職
員
一
一
モ
、
大
政
大
臣
ノ
条
下
へ
此
事
ヲ
ノ
セ
ヲ
ヵ
レ
候
。
カ
ャ
ウ
ノ
術
ノ
種
一
天
、
仁

（
マ
、
）

義
孝
弟
、
、
ト
毎
日
カ
テ
モ
埒
明
不
申
候
。
此
下
コ
シ
ラ
ヘ
ノ
大
道
具
〈
礼
楽
二
候
。
ヨ
リ
テ
士
以
上
〈
君
上
ノ
御
手
伝
ヲ
仕
リ
、

治
民
一
一
ク
ハ
、
ル
モ
ノ
ュ
ヘ
此
礼
楽
ノ
術
〈
心
得
不
申
ト
モ
、
手
段
ノ
咄
斗
モ
ー
通
修
行
仕
ル
事
格
別
二
候
１
へ
、
ソ
レ
ヲ
ト
ャ
カ

ク
申
事
二
候
。
モ
ト
ョ
リ
礼
楽
〈
君
子
以
上
ノ
事
、
民
ロ
カ
女
子
小
人
ナ
ト
イ
ヘ
バ
、
イ
ッ
モ
ヒ
ラ
ク
孝
弟
ヲ
教
ル
事
、
先
王
ノ
定

法
二
候
。
孔
子
モ
民
ハ
ョ
ラ
シ
ム
ベ
シ
、
シ
ラ
シ
ム
ベ
カ
ラ
ズ
ト
候
モ
、
民
義
二
候
。
又
、
礼
記
一
一
礼
〈
不
下
鹿
人
ト
モ
御
座
候
１

へ
、
治
国
安
民
ノ
法
ヲ
作
ル
。
君
子
ト
何
モ
シ
ラ
ヌ
民
ト
ヲ
ー
牧
二
見
ル
ャ
ウ
ノ
ワ
ヶ
ニ
テ
ハ
ァ
シ
ク
候
欲
。
此
処
差
別
ア
ル
ペ
ク

候
。
但
シ
唐
ニ
テ
モ
中
古
ヨ
リ
学
風
二
士
上
学
問
浪
人
学
問
御
座
候
。
大
か
た
浪
人
学
問
〈
礼
楽
キ
ラ
ヒ
ニ
テ
、
チ
ョ
ッ
ト
見
へ
ワ

後
漢
ノ
末

タ
リ
ョ
ロ
シ
キ
筋
斗
申
モ
ノ
ニ
候
１
へ
、
人
ギ
、
モ
ョ
ク
御
座
候
。
礼
楽
陰
陽
ノ
事
ナ
ド
沙
汰
致
ス
全
向
埒
モ
明
ズ
、
ヤ
ク
タ
イ

モ
ナ
キ
事
一
一
日
ヲ
ク
ラ
ス
様
一
一
テ
、
人
一
向
コ
ノ
ミ
不
申
候
１
へ
、
甚
三
郎
了
簡
ニ
ァ
ル
不
申
候
モ
道
理
二
候
。
サ
レ
バ
ト
テ
、
甚

三
郎
了
簡
ア
シ
キ
’
一
無
之
候
。
当
世
〈
甚
功
者
ナ
ル
治
メ
カ
タ
ノ
筋
、
心
得
候
者
二
見
得
申
候
。
唐
ニ
テ
モ
名
公
二
幾
人
モ
此
類
ノ

説
申
置
候
１
へ
、
切
瑳
ニ
モ
不
及
候
。
各
ノ
見
ヲ
コ
レ
ハ
用
上
候
事
、
相
定
ル
作
法
二
奉
存
候
。
コ
ノ
ャ
ウ
ニ
テ
モ
一
通
リ
ハ
道
二
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一
間
弊
邦
、
足
下
先
越
シ
候
問
、
ト
ヵ
ク
ハ
心
得
ノ
筋
モ
可
有
之
候
。
元
来
田
舎
故
、
書
物
不
自
由
二
候
。
龍
寳
と
申
真
言
寺
二
蔵
書

有
之
。
一
切
経
、
廿
壱
史
、
十
三
経
、
百
三
家
集
、
冊
府
、
丹
鉛
、
償
確
文
敬
ナ
ド
ノ
様
ナ
ル
大
部
ノ
書
モ
ー
通
り
有
之
。
サ
レ
ド
コ

（
淵
）

レ
ハ
フ
リ
ハ
テ
、
虫
ソ
ク
ヒ
残
シ
タ
ル
様
二
世
ニ
思
う
モ
ノ
也
。
当
世
ノ
新
渡
ノ
唐
本
ナ
ド
無
之
候
。
江
戸
〈
人
文
ノ
園
藪
、
東
壁
図

書
府
二
候
へ
（
、
定
而
学
問
詩
文
ニ
ョ
キ
新
本
沢
山
可
有
之
候
。
何
ト
申
ヲ
読
テ
益
候
哉
。
承
見
仕
度
候
。

一
対
御
国
元
大
方
相
心
得
候
。
龍
寳
蔵
書
ソ
レ
ホ
ド
候
へ
（
、
モ
ハ
ャ
書
〈
外
一
一
モ
ト
メ
不
申
ヨ
ク
候
。
江
戸
モ
新
本
ナ
ド
沢
山
ア
ル

ベ
ク
候
へ
共
、
中
点
サ
ャ
ゥ
ホ
ド
ョ
ム
人
無
之
候
。
私
ナ
ド
田
舎
ニ
オ
リ
、
弱
年
ノ
比
ヨ
ミ
候
斗
二
候
。
一
向
二
博
物
二
無
之
候
得

共
、
日
々
門
人
参
リ
ァ
ッ
ヵ
ヒ
候
故
、
世
上
一
口
誉
発
し
候
モ
ノ
ニ
候
。
御
称
美
ニ
ァ
ヒ
、
様
々
御
尋
ト
モ
古
人
ノ
才
士
二
比
セ
ラ
レ

候
事
、
行
当
赤
面
申
候
。
江
戸
〈
全
体
書
物
ヨ
マ
レ
ヌ
所
二
候
。
ソ
ノ
ウ
ヘ
都
人
士
ノ
油
滑
ノ
風
ニ
ソ
ミ
ャ
ス
ク
、
シ
カ
ト
シ
タ
ル
事

致
シ
ー
ク
、
、
但
シ
、
ソ
レ
ダ
ヶ
名
人
モ
候
マ
、
、
折
入
候
得
バ
ョ
キ
事
モ
ァ
マ
タ
御
座
候
共
、
右
之
通
大
方
沢
山
ハ
ョ
ミ
不
申
候
。
私

モ
ヵ
ヘ
ッ
テ
去
年
米
沢
へ
下
り
候
折
、
ヨ
ホ
ド
書
ヲ
読
申
候
。
田
舎
ダ
ヶ
ヒ
マ
有
之
故
二
候
。
龍
寳
書
目
ノ
外
ナ
ド
ニ
、
指
当
り
何
書

〔
頭
注
〕

モ
ト
ル
事
無
之
候
故
、
心
中
了
簡
不
申
違
之
道
、
不
同
不
相
為
謀
ト
申
類
ニ
テ
一
通
リ
ッ
、
見
シ
メ
置
候
処
へ
向
ノ
人
見
ツ
メ
ヌ
事

ヲ
ム
サ
ト
論
ジ
カ
ヶ
候
（
、
益
ナ
ク
候
。
折
ヲ
以
論
ジ
候
へ
（
氷
ノ
ト
ヶ
候
ゴ
ト
ク
ナ
ル
事
モ
御
座
候
。
勿
論
、
戦
国
策
ニ
モ
、
交

浅
而
言
深
忘
也
卜
申
テ
、
出
会
頭
ヨ
リ
メ
ッ
タ
ト
論
ジ
ヵ
ヶ
候
〈
、
君
子
ノ
以
文
会
友
友
輔
仁
ノ
教
二
反
シ
候
様
二
奉
存
候
間
、
先

以
サ
シ
ヲ
キ
申
候
。

此
事
朱
子
ノ
小
学
内
編
ノ
初
ニ
モ
委
細
出
シ
ヲ
カ
レ
候
。
朱
子
ナ
ド
心
法
二
近
々
最
天
下
後
世
ヲ
荷
フ
ホ
ド
ノ
大
名
儒
二
候
マ
、

カ
ャ
ウ
ノ
所
ニ
ハ
油
断
無
御
座
候
。
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ヲ
ヨ
ム
ベ
シ
ナ
ド
、
申
事
〈
無
之
候
処
二
候
。
御
会
点
ノ
前
二
候
。

一
甚
三
郎
日
詩
文
〈
当
世
皆
々
巧
拙
ヲ
論
候
之
処
、
ト
カ
ク
唐
語
ニ
ナ
リ
テ
後
ノ
巧
拙
ニ
テ
、
中
々
日
本
詩
ノ
内
一
一
テ
ハ
詩
文
ト
申
ガ

ム
タ
言
ヲ
長
ク
云
事

タ
ク
候
。
大
カ
タ
文
モ
冗
長
ナ
ル
ノ
ミ
’
一
テ
、
唐
ナ
リ
不
申
候
。

一
多
中
対
日
此
段
別
而
御
高
見
二
候
。
私
ナ
ド
平
日
小
児
輩
ヘ
モ
言
談
候
。
ト
ヵ
ク
古
文
〈
短
簡
含
蓄
多
ク
候
。
マ
ッ
シ
グ
ラ
ニ
唐
ニ

ナ
ル
様
一
一
語
ヲ
修
行
シ
テ
後
、
文
章
ノ
ッ
リ
ァ
ヒ
沙
汰
ス
ル
事
二
候
。
コ
レ
ハ
柤
来
モ
申
、
古
人
モ
申
置
候
テ
、
誰
モ
シ
リ
タ
ル
様
ノ

事
ナ
ガ
ラ
自
得
ナ
ヶ
レ
バ
イ
ハ
ズ
候
。
サ
ス
ガ
足
下
ハ
タ
ヶ
ノ
高
見
甚
以
御
同
意
、
此
後
弊
邦
ノ
少
児
共
一
一
モ
、
足
下
ノ
語
徴
ト
シ
可

言
談
候
。
詩
文
〈
詩
文
ヲ
シ
テ
心
得
ダ
ル
者
ナ
ラ
デ
ハ
深
ク
沙
汰
ナ
リ
不
申
候
。

一
間
詩
文
ノ
事
、
此
末
段
々
御
相
談
仕
度
候
。
今
日
〈
日
モ
ク
レ
択
々
入
り
短
霄
二
候
へ
（
、
学
術
ノ
問
モ
是
切
二
可
仕
候
。
足
下
ノ

詩
文
十
年
以
前
ヨ
リ
喫
鳴
館
集
見
申
候
後
、
近
領
袖
上
可
申
候
。
追
日
心
中
ヲ
論
ジ
申
度
候
。
御
了
簡
可
伺
候
。

一
対
御
返
奨
引
当
候
。
当
分
炎
熱
随
巷
二
候
間
、
秋
風
生
ジ
候
〈
ぐ
チ
ト
夜
間
御
咄
仕
度
候
。
私
カ
ネ
テ
詩
文
拙
ク
候
。
喫
鳴
館
集
モ

私
詩
ヲ
板
二
行
上
申
志
モ
無
之
、
私
玉
山
其
外
ノ
名
匠
ノ
評
語
候
マ
、
ソ
レ
ヲ
世
賞
せ
候
為
、
板
シ
申
候
。
此
末
私
詩
文
モ
出
シ
御
相

談
ヲ
仕
度
候
。
足
下
先
日
ノ
ー
律
ナ
ド
田
舎
ト
申
ガ
タ
ク
候
。
一
段
ヨ
ロ
シ
ク
候
。
段
々
御
著
述
拝
見
愚
慮
モ
可
申
達
候
。

一
甚
三
郎
日
詩
経
古
伝
カ
シ
可
申
由
也
。
拙
者
辞
日
、
先
日
借
り
候
玉
山
遺
稿
ヲ
返
ス
ノ
後
、
カ
リ
可
申
候
。
此
末
難
染
口
知
交
リ
可

言
置
申
綣
候
。
同
人
モ
ネ
ン
ゴ
ロ
ニ
評
シ
候
。
其
後
御
国
元
塩
竈
ノ
社
官
藤
塚
式
部
卜
申
モ
ノ
上
所
二
同
人
逗
留
、
文
雅
ヲ
仕
リ
、
又

〈
田
辺
良
輔
ナ
ド
ニ
逢
候
。
咄
ナ
ド
仕
、
其
外
雑
談
ニ
テ
、
夜
ノ
五
時
比
罷
帰
候
。
以
上
。
師
訓
艤
温
厚
ノ
生
。

言
談
候
。
詩
文
〈
詩
文
ヲ
シ
テ

ー
甚
三
郎
又
日
、
左
様
ニ
御
座
候

言
置
申
綣
候
。
同
人
モ
ネ
）

〈
田
辺
良
輔
ナ
ド
ニ
逢
候
。

右
五
月
廿
一
日
ノ
語
録
。
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一
間
申
サ
ル
様
ス
ナ
ヲ
ニ
テ
一
段
二
候
・
学
問
サ
ャ
ウ
ァ
ル
事
二
候
。
但
シ
ソ
レ
ニ
ッ
キ
テ
或
〈
礼
楽
ノ
良
知
良
能
ノ
理
屈
ノ
仁
義
ノ

ト
、
各
ノ
見
タ
テ
候
筋
ア
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
先
達
モ
ワ
レ
’
三
リ
テ
吟
味
申
物
二
候
。
書
テ
申
サ
バ
、
聖
人
ノ
道
〈
完
壁
ノ
八
面
玲
瀧
ナ

ハ
ツ
ト

ル
ャ
ウ
ニ
候
処
、
道
裂
レ
テ
ョ
リ
コ
ノ
カ
タ
后
世
ノ
人
ハ
ャ
ウ
点
々
一
面
ヅ
、
見
タ
テ
候
事
二
候
可
候
。
荒
唐
先
儒
ノ
説
ノ
ョ
キ
ハ
皆

ト
ル
ト
申
ハ
ナ
ト
ヲ
サ
ヘ
処
ナ
キ
ャ
ウ
ニ
候
。
イ
カ
ぐ
・

一
対
日
尤
折
入
候
高
見
難
及
事
二
候
。
サ
ャ
ウ
ニ
吟
味
申
ハ
実
二
切
間
近
思
ノ
第
一
ト
称
美
ノ
至
二
候
。
ナ
ル
ホ
ド
仰
ノ
通
一
一
候
。
私

義
二
仁
義
ノ
筋
二
理
ヲ
加
へ
候
。
ソ
レ
ヘ
礼
楽
ヲ
モ
相
応
二
取
付
候
得
共
、
ム
ナ
シ
キ
礼
楽
ハ
チ
ト
物
遠
ク
オ
ポ
エ
候
。
大
方
〈
古
注

外
見
ツ
ク
ロ
ヒ
ヲ
ス
ル
事
ノ
後
漢
書
ノ
字

家
ノ
説
、
理
義
ノ
説
ヲ
取
合
セ
ル
ト
云
ヤ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
ニ
落
候
。
委
細
不
及
申
候
。
私
事
辺
幅
ヲ
修
メ
テ
人
ニ
ヲ
コ
ル
事
第
一
嫌
ヒ
ニ

侯
。
ロ
ヲ
開
テ
心
肝
ノ
見
ユ
ル
様
二
生
涯
ヲ
タ
テ
候
間
、
私
ヲ
御
見
ヌ
キ
御
覧
ノ
通
ト
可
被
思
召
候
。
ト
カ
ク
申
〈
外
ヲ
カ
ザ
ル
’
一

候
・
其
元
ノ
御
見
識
一
一
テ
私
程
御
心
得
ノ
事
二
候
可
候
。
ソ
レ
ニ
テ
御
沙
汰
可
被
成
候
。

一
間
是
又
甚
高
見
、
古
人
モ
カ
タ
ン
ス
ル
事
二
候
。
実
二
辺
幅
ヲ
修
メ
候
〈
、
イ
ャ
シ
キ
事
二
候
。
目
撃
道
存
ト
申
テ
、
口
舌
ノ
上
二

五
月
廿
九
日
六
月
五
日
両
度
語
録

間
畑
中
太
沖

対
南
宮
弥
六
郎

一
間
足
下
学
問
何
ニ
ョ
ラ
レ
候
哉

一
対
日
私
学
間
指
サ
ル
事
無
之
候
。
世
上
ニ
テ
ハ
漢
唐
宋
儒
ナ
ド
、
操
キ
候
得
共
、
皆
浮
震
ニ
テ
自
得
無
之
事
〈
用
立
不
申
候
。
私
存

入
〈
学
問
〈
詩
書
一
天
ジ
マ
リ
余
経
井
論
孟
ナ
ド
’
一
留
マ
リ
候
得
（
、
此
間
ヲ
沙
汰
シ
今
日
ノ
用
二
立
ガ
ョ
ク
候
。
勿
論
吟
味
手
筋
〈

漢
唐
ヨ
リ
只
今
マ
デ
モ
、
先
儒
ノ
説
ヲ
エ
ラ
ピ
用
上
候
得
〈
、
宋
儒
モ
先
達
ニ
テ
ロ
随
分
沙
汰
シ
テ
ョ
キ
ヲ
取
ル
事
二
候
可
候
。
私
〈

宋漢入
儒唐ハ
モヨ学
好リ問
ミ只ハ
ト今詩
リマ書
申デー
候モハ
◎、－や
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テ
ト
ャ
カ
ク
申
〈
実
〈
学
問
ノ
心
門
頂
上
一
兵
無
之
、
唯
暗
ノ
間
ニ
テ
其
人
ヲ
領
解
ス
ル
事
専
一
二
候
。
サ
レ
ド
ヵ
ャ
ウ
ニ
申
候
得
（

教
ノ
道
絶
候
テ
、
老
荘
評
家
ナ
ド
’
一
落
ノ
間
、
古
ヨ
リ
ト
ヵ
ク
ロ
舌
筆
勢
ノ
上
ノ
沙
汰
モ
ァ
ル
事
二
候
。
聖
人
ノ
不
言
ノ
教
等
ハ
ノ
ポ

リ
タ
ル
境
二
候
得
共
、
実
〈
礼
楽
ノ
化
モ
コ
、
二
存
シ
候
。
仰
趣
深
ク
予
ガ
心
中
二
領
解
シ
不
及
筆
舌
候
。

一
対
日
、
扱
々
添
候
仰
ラ
レ
ャ
ウ
実
二
古
人
風
．
、
’
一
ア
ル
事
二
候
。
足
下
モ
実
二
辺
幅
ヲ
修
メ
ヌ
人
二
御
座
候
。
此
後
方
寸
ノ
心
中
互

一
一
可
申
述
候
。
私
ナ
ド
何
ノ
才
学
モ
無
之
、
御
益
ニ
ナ
リ
候
者
ニ
モ
無
之
候
得
共
、
太
室
、
平
洲
ナ
ド
平
日
交
候
処
、
自
身
ノ
ァ
ャ
マ

チ
ア
ル
ガ
、
悪
声
ノ
及
ブ
事
ア
レ
バ
、
至
極
二
助
ケ
ァ
ヒ
候
、
切
瑳
〈
油
断
無
之
候
。
足
下
モ
此
列
ト
可
被
思
召
候
。
心
中
ニ
サ
ヵ
ヒ

ヲ
タ
テ
候
〈
物
〈
申
サ
レ
ズ
候
。
別
而
宜
シ
キ
ハ
問
ノ
品
々
恭
候
。

一
間
、
春
秋
三
伝
ノ
事
、
此
間
平
洲
ヘ
モ
沙
汰
申
候
処
、
埒
明
不
申
候
。
実
二
漢
唐
諸
儒
ノ
手
一
一
モ
埒
ア
ヵ
ズ
候
間
、
勿
論
二
候
。
但
シ

一
間
、
春
秋
三
伝
ノ
事
、

高
見
候
哉
。
イ
カ
や
。

一
対
仰
ノ
通
二
候
。
埒
ア
カ
ヌ
事
二
候
。
春
秋
五
伝
卜
申
テ
、
明
ノ
隻
峯
ノ
鏡
氏
ガ
撰
者
之
候
。
先
年
吟
味
申
候
。
ヨ
キ
様
ナ
ル
物
一
一

候
得
共
、
折
入
見
申
候
得
〈
、
一
向
ニ
ャ
ク
タ
、
ス
候
・
一
伝
切
り
’
一
相
応
一
一
沙
汰
ス
ル
外
無
之
候
。
其
上
チ
ト
左
伝
ナ
ド
ハ
縦
横
家

ノ
ャ
ウ
ナ
ル
処
モ
見
得
候
。
真
偽
定
メ
ガ
タ
ク
候
。

一
間
詩
書
ナ
ド
ハ
古
訓
二
従
ハ
レ
候
哉
。

一
間
口
別
而
ム
ッ
カ
シ
ク
候
。
如
何
沙
汰
候
哉
。

一
対
王
弼
ヲ
世
上
取
用
候
得
共
、
私
〈
程
伝
ヲ
取
用
上
候
。

一
間
ナ
ル
ホ
ド
王
弼
〈
至
極
候
得
共
ヨ
ミ
ニ
ク
、
、
程
伝
ハ
ス
ミ
ャ
ス
ク
候
。
其
上
宋
儒
ノ
説
ナ
カ
ラ
、
程
氏
〈
害
ナ
ク
候
。
私
ナ
ト

易
ノ
取
ア
ッ
カ
ヒ
散
々
’
一
而
候
１
へ
、
一
通
一
三
ミ
候
。
以
先
菱
ノ
辞
ヲ
玩
ビ
テ
、
字
面
ノ
義
理
ヲ
解
シ
、
ソ
レ
ニ
テ
治
国
安
民
ノ
手

一一

対問

基
通
ノ
ー
候
。
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筋
ヲ
取
付
ヶ
、
其
上
ニ
テ
六
交
ノ
消
長
ノ
象
ヲ
論
ジ
、
陰
陽
ノ
変
ヲ
心
得
候
。
此
外
｛
三
キ
見
識
モ
無
之
候
。
足
下
ナ
ド
ィ
ヵ
ぐ
御
覧

候
哉
。
大
カ
タ
易
ノ
見
ヤ
ウ
繋
辞
ニ
ッ
マ
ビ
ラ
カ
’
一
テ
ハ
候
得
共
、
古
言
簡
奥
ニ
テ
ム
ッ
ヵ
シ
ク
候
。

一
対
私
ト
テ
モ
左
様
ノ
外
無
之
候
。

一
間
礼
〈
周
礼
儀
礼
力
本
ニ
テ
礼
記
〈
伝
ノ
ョ
シ
申
候
。
其
上
周
礼
〈
偽
書
ナ
リ
。
書
経
ノ
官
ヘ
ァ
ハ
ズ
。
其
上
王
葬
ヵ
世
二
劉
敵
ヵ

作
レ
リ
ト
モ
イ
ヒ
、
又
唐
太
宗
随
王
通
ナ
ド
ハ
聖
人
ノ
ホ
ン
ノ
書
ナ
リ
ト
モ
申
候
。
イ
カ
守
御
了
簡
候
哉
。

一
対
折
入
御
タ
ヅ
ネ
不
残
候
。
仰
ノ
通
二
候
。
真
偽
ハ
シ
。
ハ
ラ
ク
サ
シ
ヲ
キ
候
。
何
一
一
テ
モ
古
書
ニ
テ
シ
ヵ
モ
道
ノ
サ
簿
ハ
キ
専
一
ノ
物

一
一
候
。
周
礼
ノ
考
工
記
、
儀
礼
ノ
賓
主
、
接
見
ノ
様
ナ
ル
文
字
〈
世
二
無
之
候
。
別
而
重
宝
ナ
ル
書
一
一
候
。
礼
〈
尤
雑
簡
ナ
ル
ベ
ク

候
。
但
シ
仁
斎
ナ
ド
カ
ャ
ウ
ニ
打
ス
テ
、
ハ
ァ
シ
ク
候
。

一
間
諸
侯
方
・
諸
大
夫
方
ヘ
ァ
マ
タ
御
越
シ
書
御
講
ジ
ノ
由
、
珍
重
二
候
。
何
ヲ
講
ジ
ラ
レ
候
哉

一
対
大
カ
タ
詩
書
一
一
候
。
其
内
二
論
孟
モ
有
之
候
。
孟
〈
趙
記
ニ
ロ
中
朱
注
一
席
有
之
候
。
私
ハ
チ
ト
程
朱
ス
キ
ー
候
。

一
間
足
下
ノ
胸
襟
慮
外
ナ
ガ
ラ
、
当
世
ノ
汚
腐
ノ
儒
態
無
之
、
風
流
濯
落
ナ
ル
処
物
ニ
カ
、
ハ
ラ
ズ
ョ
ク
候
。
ナ
ル
ホ
ド
程
朱
モ
取
レ

候
段
、
勿
論
二
候
。
私
ト
テ
モ
左
様
ナ
ル
物
二
候
。
コ
レ
ョ
リ
私
書
物
ナ
ド
ョ
ミ
候
筋
御
咄
可
申
候
。
私
事
共
四
五
歳
ヨ
リ
チ
ト
ヅ
、

（
マ
、
）

四
書
五
経
ノ
素
読
、
又
〈
史
漢
ナ
ト
読
候
処
、
一
向
ス
マ
ス
候
。
勿
論
学
流
モ
朱
書
外
藩
内
ニ
ス
ク
ナ
ク
候
故
、
朱
注
ヲ
見
候
処
、
理

屈
ム
ッ
カ
シ
ク
一
向
ニ
ス
マ
ス
、
天
下
古
今
ノ
治
躰
見
ヒ
ラ
キ
無
之
候
。
ト
カ
ク
気
ノ
毒
二
存
候
内
、
古
訓
ノ
書
共
カ
リ
ァ
ッ
メ
、
段

々
二
見
候
得
（
、
宋
説
ト
連
ヒ
ス
ナ
ヲ
ニ
ズ
ラ
ノ
、
ト
埒
明
ム
ッ
カ
シ
キ
手
段
ハ
聖
人
ノ
道
二
無
之
、
誰
モ
合
点
ヤ
ス
キ
事
二
候
。
コ
レ

ョ
リ
心
付
キ
候
マ
、
チ
ト
ヅ
、
詩
ナ
ド
ヲ
モ
作
り
候
処
、
平
灰
モ
不
心
得
、
イ
ロ
ハ
韻
ナ
ド
申
愚
昧
至
極
ノ
物
二
而
、
引
具
テ
十
首
廿

首
作
り
、
又
〈
文
章
モ
埒
モ
ナ
キ
童
子
教
実
語
教
ノ
ャ
ウ
ナ
ル
物
ノ
程
一
一
カ
キ
候
内
、
八
大
家
李
王
ナ
ド
ァ
ル
事
ヲ
シ
リ
テ
、
ソ
レ
ヲ

候
。
但
シ
ｒ

〔
以
下
乱
丁
、

補
訂
〕
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一
対
左
様
ニ
候
。
今
モ
同
人
二
沈
澗
、
一
向
ニ
タ
ハ
ヒ
ナ
キ
モ
有
之
候
。
ナ
ル
ホ
ド
復
古
ノ
業
、
同
人
ノ
カ
ニ
候
。
乍
去
、
無
理
ナ
ル

処
モ
ァ
マ
タ
候
。
何
ニ
ッ
ヶ
只
今
東
都
〈
名
士
ノ
キ
レ
モ
ノ
ニ
候
。
此
辺
一
一
モ
ャ
ク
タ
イ
ナ
キ
学
者
ド
モ
沢
山
二
御
座
候
。
御
藩
内
ナ

ド
イ
カ
ガ
候
哉
。
承
度
候
。
勿
論
右
之
通
ユ
エ
江
戸
一
一
而
〈
中
々
学
問
ノ
吟
味
埒
明
不
申
候
。
足
下
ナ
ド
ハ
藩
内
ニ
テ
御
沙
汰
候
テ
埒

ノ
ァ
カ
ヌ
事
〈
此
方
ニ
テ
モ
ラ
チ
ァ
カ
ヌ
モ
ノ
ニ
候
。

一
間
柤
来
ガ
学
風
一
通
大
ハ
ャ
リ
ニ
候
処
、
江
戸
モ
今
〈
大
分
二
学
問
カ
ワ
リ
、
柤
来
ヲ
ナ
ャ
マ
ス
説
多
ク
見
エ
候
・
弥
左
様
候
哉
。

（
マ
、
）

私
ナ
ド
同
人
ノ
説
モ
大
カ
タ
一
隅
ヲ
ア
ヶ
テ
三
隅
ヲ
反
ス
ル
ャ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
、
又
〈
処
二
英
雄
人
ヲ
ア
ザ
ム
ク
処
モ
有
之
、
其
ア
ン
イ

ハ
合
点
二
候
。
但
シ
、
古
訓
ヲ
見
ヌ
キ
先
王
ニ
チ
カ
ク
候
吐
モ
ァ
マ
タ
有
之
候
。
当
時
ノ
人
ム
カ
シ
ヲ
心
得
候
ハ
同
人
ノ
カ
ノ
ャ
ウ
ニ

ヨ
ミ
テ
少
々
書
ナ
レ
候
ノ
ミ
ニ
候
。
ソ
レ
ュ
ヘ
程
朱
ノ
説
モ
心
得
候
テ
、
二
程
全
書
朱
子
語
類
文
集
又
〈
宋
ノ
諸
公
語
録
ヨ
リ
ハ
ジ

ハ
ナ
レ
Ｊ
く
～
ナ
ル

メ
、
朱
書
二
入
用
ノ
物
モ
一
通
リ
ョ
ミ
候
。
但
シ
支
離
ム
ッ
ヵ
シ
キ
理
屈
一
天
ク
タ
ビ
レ
候
テ
コ
レ
ヲ
打
ス
テ
、
先
王
ノ
潭
然
ト
シ
テ

手
筋
ア
ル
治
国
安
民
ノ
学
問
ニ
ト
リ
付
候
。
其
内
程
朱
ノ
説
モ
古
先
王
礼
楽
ノ
筋
二
叶
上
候
分
〈
取
用
上
候
。
宋
説
皆
ア
シ
ト
ハ
不
申

候
。
勿
論
程
ヨ
リ
朱
子
〈
抜
群
ノ
豪
キ
孟
子
筍
寶
誼
董
子
楊
雄
鄭
公
玄
王
通
韓
愈
ガ
外
太
刀
打
ス
ル
人
無
之
候
。
サ
レ
ド
元
明
ニ
ナ
リ

テ
陳
白
沙
ガ
ャ
ウ
ナ
ル
ャ
ク
タ
イ
ナ
シ
ト
モ
出
来
、
道
ヲ
見
損
ジ
ー
向
一
一
朱
氏
ニ
モ
無
之
学
風
ヲ
タ
テ
候
ヲ
（
不
同
意
二
存
候
。

一
対
仰
ニ
テ
コ
ト
人
、
ク
心
中
ヒ
ラ
ヶ
、
御
相
談
大
分
致
シ
ョ
ク
候
。
私
ナ
ド
モ
ソ
ノ
様
ナ
ル
モ
ノ
ニ
候
。
幼
年
比
師
ヲ
ト
リ
、
書
ヲ

ヨ
ミ
候
処
、
一
向
ニ
覚
へ
不
申
候
。
老
呵
責
セ
ラ
レ
発
憤
仕
リ
、
自
身
ト
四
書
ノ
字
引
ヲ
以
テ
書
ヲ
ヨ
ミ
習
上
、
ド
ウ
ャ
ラ
コ
ウ
ャ
ラ

埒
明
、
十
八
歳
ニ
テ
平
洲
ト
同
シ
ク
東
都
へ
罷
出
、
金
米
モ
無
之
、
同
人
ヨ
リ
モ
ラ
ヒ
候
モ
チ
米
ヲ
二
月
程
朝
夕
二
食
二
致
シ
苦
学
仕

（
マ
、
）

候
。
□
ロ
カ
ホ
ド
ニ
成
候
。
当
時
私
門
人
ド
モ
御
覧
ノ
通
、
大
概
ノ
処
老
ヲ
．
申
候
。
中
々
学
問
ナ
リ
申
マ
ジ
ク
候
。
朱
書
ノ
御
サ
ダ

ハ
合
点
二
候
。

候
。
イ
カ
や
。

御
同
意
二
存
候
。
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一
多
忠
間
日
当
時
江
戸
ノ
詩
風
南
郭
ニ
モ
無
之
候
。
藩
内
ナ
ド
ハ
、
近
年
南
郭
二
帰
シ
候
・
同
人
ノ
ァ
ッ
カ
ヒ
候
者
モ
ァ
マ
タ
有
之

候
。
性
念
寺
圓
諦
、
斎
藤
孝
内
叔
明
、
新
井
彦
四
郎
義
敬
、
大
内
忠
兵
衛
思
明
、
民
ニ
テ
菅
原
新
内
ナ
ド
、
申
者
有
之
候
。
皆
相
応
一
一

作
り
申
候
。
其
内
皆
没
シ
、
一
両
人
存
生
申
候
。
コ
レ
ラ
ノ
内
、
大
カ
タ
南
郭
集
ニ
モ
名
出
申
候
。
私
ハ
チ
ト
了
簡
有
之
、
南
郭
ト
同

ジ
様
ニ
モ
作
り
不
申
候
。
勿
論
、
南
郭
〈
無
類
ノ
功
者
、
中
々
難
及
候
。
是
ヲ
似
セ
候
〈
、
郡
郵
ノ
歩
ニ
テ
候
。
足
下
ノ
先
日
ノ
御
作

ナ
ト
珍
重
至
極
ナ
ガ
ラ
、
南
郭
卜
別
二
候
。
去
年
中
、
日
本
名
家
詩
選
ヲ
ヨ
ミ
候
内
二
、
初
テ
足
下
ノ
詩
ヲ
読
候
テ
、
高
風
ヲ
仰
居

候
。
定
テ
唐
明
風
格
御
了
簡
候
ヲ
承
度
候
。

一
南
宮
対
日
此
比
ノ
ー
律
ヨ
ク
候
。
今
拙
作
ヲ
私
シ
タ
マ
ハ
リ
、
不
浅
景
存
候
。
陳
獺
ニ
テ
イ
マ
ダ
御
律
モ
和
シ
不
申
候
。
扱
御
藩

一
多
忠
対
日
藩
ノ
文
学
大
カ
タ
先
ノ
代
二
建
候
マ
、
宋
儒
二
候
。
近
年
漢
唐
沽
訓
モ
マ
マ
ヲ
コ
リ
候
ヘ
ド
モ
、
マ
ヅ
ハ
宋
説
ニ
テ
行
ハ

レ
候
。
ソ
ノ
宋
説
モ
次
第
候
。
先
以
天
朝
〈
古
ヨ
リ
明
経
道
ミ
ナ
古
訓
二
候
・
東
都
ニ
テ
ハ
神
祖
ノ
世
、
羅
山
先
生
ヲ
宋
説
二
而
召
ツ

ヵ
ハ
レ
候
ヨ
リ
、
御
代
々
宋
儒
ヲ
御
尊
信
ト
申
内
二
、
学
風
大
カ
タ
博
物
、
文
章
、
礼
楽
ノ
筋
ニ
テ
、
木
下
平
三
郎
殿
、
荒
井
筑
後

殿
、
室
新
助
殿
ナ
ド
、
皆
有
用
ノ
君
子
二
候
・
其
風
ヲ
マ
ネ
ビ
、
藩
内
ノ
文
学
モ
皆
其
通
リ
ニ
候
。
乍
去
田
舎
一
一
候
得
（
物
毎
遅
純
ニ

テ
、
足
下
ナ
ド
ノ
了
簡
一
天
難
及
学
問
ノ
見
モ
人
驚
シ
世
ヲ
こ
ぐ
カ
ス
程
ノ
事
〈
無
之
候
。

一
南
宮
日
一
段
ノ
御
事
御
国
ガ
ラ
ト
存
候
。
江
戸
ナ
ド
一
向
二
宋
儒
無
之
、
ア
ル
ト
申
〈
皆
筆
記
斗
一
通
リ
ヲ
サ
ガ
シ
、
朱
書
ナ
ド
ョ

ミ
不
申
候
。
結
句
世
ニ
タ
ガ
フ
ル
モ
ノ
〈
、
百
千
年
眼
明
張
口
作
ノ
ャ
ウ
ナ
ル
道
ニ
モ
ア
タ
ラ
ヌ
、
ア
チ
ナ
ル
事
ヲ
申
人
ヲ
タ
ブ
ラ
カ

シ
候
。
其
御
国
ナ
ド
遅
純
ナ
ル
ャ
ウ
ナ
ル
学
問
、
結
句
手
ア
ッ
ク
古
人
ノ
風
ア
ル
ベ
ク
、
オ
ク
ュ
カ
シ
キ
御
事
奉
存
候
。
足
下
モ
文
学

ノ
御
組
合
候
哉
。
何
人
外
一
天
文
学
二
御
在
江
戸
候
哉
。

ム
ダ
モ
ノ

ー
多
沖
日
私
儀
文
学
組
二
無
之
候
。
武
斫
ノ
役
一
通
リ
ト
申
モ
ノ
、
其
上
当
分
散
人
ノ
列
、
樗
材
相
応
二
候
。
文
学
〈
高
橋
治
平
ト
申

者
シ
メ
居
候
。
代
々
瀬
門
二
候
。
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内
、
詩
モ
盛
ト
申
物
二
候
。
足
下
モ
其
人
ニ
ナ
ラ
ハ
レ
候
哉
。

一
多
忠
日
其
人
為
世
ヲ
同
セ
ル
モ
ァ
リ
、
又
先
ダ
チ
候
モ
有
之
。
何
し
’
一
友
ト
シ
、
遊
上
候
〈
一
両
人
候
へ
共
、
前
二
申
通
、
チ
ト
了

簡
有
之
、
左
様
ノ
者
ニ
ニ
向
ナ
ラ
イ
不
申
候
。
自
剃
二
候
。
古
人
ヲ
尚
友
シ
テ
、
毛
詩
三
百
篇
ヨ
リ
、
離
騒
、
文
選
、
唐
明
ノ
諸
名

家
二
随
上
、
詩
論
、
厳
階
浪
、
胡
元
陽
ナ
ド
’
一
伴
上
候
、
此
躰
ノ
稽
古
ノ
筋
、
狙
来
ナ
ド
委
細
申
承
候
。
其
通
リ
ニ
仕
候
。

一
対
日
ヨ
キ
御
了
簡
、
ナ
マ
ナ
ル
先
生
二
従
ヒ
テ
ハ
結
句
ア
シ
ク
候
。
自
身
古
人
ニ
サ
ヵ
ノ
ポ
リ
シ
事
至
極
二
御
座
候
。
私
、
詩
〈
南

郭
ニ
モ
一
向
ヨ
リ
不
申
候
。
ト
ヵ
ク
唐
明
く
不
及
申
候
。
宋
元
ト
テ
モ
詩
理
〈
同
前
二
候
間
、
何
ト
カ
キ
ラ
ヒ
候
ワ
ヶ
モ
ナ
ク
候
。
勿

論
、
詩
文
ニ
テ
世
二
高
フ
ル
心
モ
無
之
候
。
私
集
モ
ロ
板
ニ
テ
大
蕨
集
ト
テ
有
之
候
取
ヨ
セ
可
入
御
覧
候
。
其
上
詩
文
〈
自
身
ノ
ロ
才

二
似
セ
テ
作
ル
事
二
候
。
師
匠
ニ
似
ヨ
ト
教
ル
事
ア
シ
ク
候
。
南
郭
ナ
ト
人
を
同
風
二
斗
取
立
候
義
チ
ト
不
心
得
二
存
候
。
私
ナ
ド
ハ

私
風
ニ
テ
、
足
下
モ
此
了
簡
ト
存
候
。

一
多
忠
日
自
剃
ノ
方
御
了
簡
二
叶
候
由
、
一
段
二
候
。
イ
ニ
シ
ヘ
儒
行
篇
一
一
固
随
寡
聞
ト
テ
、
自
剃
ヲ
’
一
ク
ミ
候
。
但
シ
是
〈
三
代
礼

楽
ノ
世
界
ノ
義
、
秦
漢
以
後
〈
ナ
ル
ホ
ド
自
剃
モ
ョ
ク
候
。
此
境
愚
慮
候
へ
共
、
事
長
ク
候
可
候
。
今
日
〈
指
ヒ
カ
ヘ
候
。
（
以
下
多

楽
ノ
世
界
ノ
義
、
秦
漢
以
控

忠
注
記
。
二
行
割
り
細
字
）

〔
但
シ
南
宮
ガ
文
見
不
申
候
。
モ
シ
論
〈
不
可
二
而
モ
文
ハ
ョ
キ
事
モ
有
之
候
。
老
子
一
一
モ
言
不
識
、
識
者
不
言
卜
申
候
へ
（
、
言

卜
行
ヒ
ト
ニ
致
一
一
テ
一
致
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
ュ
ヘ
、
ヲ
シ
ッ
ヶ
テ
ハ
申
難
ク
候
。
同
人
胸
中
シ
ャ
ラ
ク
’
一
候
へ
（
、
ケ
ッ
ク
俗
気
無

之
、
文
章
ハ
ョ
キ
方
一
一
モ
可
有
欲
。
此
ヤ
ウ
ナ
ル
事
唐
ニ
テ
モ
大
分
有
ル
事
二
御
座
候
。
詩
文
章
ノ
論
愚
慮
〈
大
分
南
宮
ト
別
段
二

御
座
候
。
乍
去
イ
タ
ッ
テ
折
入
ム
ッ
ヵ
シ
キ
儀
、
勿
論
沙
汰
度
シ
テ
モ
埒
明
申
事
二
無
之
候
故
、
指
扣
申
候
。
此
義
〈
唐
日
本
ト
モ

（
マ
、
）

二
代
々
モ
シ
メ
合
申
候
・
其
内
自
得
次
次
第
ノ
義
一
一
奉
存
候
。
南
宮
詩
文
ノ
沙
汰
〈
大
方
麓
末
ナ
ル
モ
ノ
’
一
御
座
候
・
乍
去
只
今
江
戸

方
大
カ
タ
此
通
二
奉
存
候
。
詩
文
ノ
論
〈
柤
来
南
郭
二
家
二
及
ブ
モ
ノ
無
御
座
候
。
此
二
家
ノ
論
又
両
人
ノ
了
簡
一
天
無
之
候
。
秦

－274－



畑中荷沢書誌く華字著作編＞(松野）

一
多
忠
日
此
義
哀
中
却

韻
ノ
文
〈
名
人
二
候
。

一
南
宮
日
仰
ノ
通
一
息

漢
以
来
古
人
ノ
説
ヲ
ヨ
ク
見
シ
メ
申
候
物
二
御
座
候
。
先
以
文
章
〈
達
意
修
辞
ノ
両
派
、
詩
〈
唐
明
ノ
ー
派
一
一
テ
事
埒
明
申
候
。
〕
〃

一
多
忠
日
文
章
ハ
イ
ヵ
、
御
沙
汰
候
哉
。
韓
柳
王
季
ノ
四
家
ノ
閥
ヲ
出
ル
モ
ノ
無
之
、
和
漢
一
同
ナ
ル
モ
ノ
’
一
候
。
私
ナ
ド
初
〈
王
李

ヲ
チ
ト
修
行
申
候
へ
ト
モ
、
ム
ッ
ヵ
シ
ク
埒
明
不
申
候
。
今
ニ
テ
ハ
タ
〈
イ
モ
ナ
キ
モ
ノ
ニ
候
。
勿
論
、
韓
柳
ニ
モ
無
之
候
。
今
日
業

平
朝
臣
後
孫
ナ
ル
御
門
人
へ
送
り
候
小
引
ノ
文
ニ
テ
シ
レ
申
候
。
至
極
ノ
達
意
ノ
ミ
ニ
候
。
足
下
文
章
不
見
申
候
間
御
尋
仕
候
。

一
対
日
私
文
章
〈
先
年
朝
鮮
人
へ
応
対
ノ
ー
冊
有
之
候
。
書
物
屋
ヨ
リ
取
ヨ
セ
、
可
懸
御
目
候
。
其
節
〈
見
識
定
リ
不
申
候
。
ト
ヵ
ク

朝
鮮
人
ハ
宋
儒
ニ
テ
答
ヘ
ヲ
仕
候
。
私
文
章
〈
韓
柳
二
従
上
申
候
。
王
季
ハ
ム
ッ
カ
シ
ク
句
ヲ
ナ
シ
兼
申
候
。
畢
寛
、
李
〈
醜
文
ヲ
カ

ザ
リ
候
為
二
、
ワ
ザ
ト
ム
ッ
カ
シ
ク
書
候
様
二
存
候
。
此
間
ニ
モ
江
戸
ノ
能
耳
山
人
大
内
仲
太
夫
ナ
ド
ガ
文
モ
此
類
ノ
尚
更
ワ
ル
キ
者
一
一

御
座
候
。
文
〈
八
大
家
ス
ラ
リ
ト
シ
テ
ョ
ク
候
。
但
シ
私
義
文
下
手
二
御
座
候
。
平
洲
ガ
方
ヨ
ク
書
申
候
。
足
下
文
章
ス
ラ
ノ
、
ト
ョ

ク
候
。
ト
カ
ク
明
文
二
見
得
申
候
。

一
南
宮
問
王
季
ガ
外
、
五
子
ナ
ド
ノ
学
問
イ
カ
や
御
了
簡
ナ
サ
レ
候
哉
。

一
多
忠
日
季
一
向
ノ
無
学
二
候
。
王
経
術
家
一
天
無
之
候
へ
共
、
大
名
気
口
有
之
上
二
博
物
大
見
識
ト
モ
見
得
候
。
其
上
文
章
至
極
自

在
に
て
史
家
ノ
才
ヲ
カ
ネ
申
候
。
面
白
キ
人
物
二
候
。
残
ノ
五
子
ハ
文
ノ
経
術
モ
取
所
一
向
二
無
之
候
。

一
南
宮
日
李
ト
五
子
〈
仰
ノ
通
二
候
。
王
モ
存
ノ
外
二
候
。
何
ト
ャ
ラ
ン
申
明
末
ノ
唐
本
ヲ
ヨ
ミ
候
へ
折
見
申
候
。
王
モ
宋
学
二
候
。

ト
ヵ
ク
理
ヲ
ア
チ
ラ
コ
チ
ラ
ト
カ
ザ
リ
候
斗
一
一
テ
、
指
ダ
ル
事
無
之
候
。
明
ノ
学
風
二
候
。
衷
サ
セ
候
〈
実
二
王
季
ヨ
リ
始
り
候
様
一
一

存
候
。

仰
ノ
通
二
候
。

此
義
哀
中
郎
鐘
伯
敬
ナ
ド
左
様
申
候
。
私
ハ
ド
ヲ
申
候
テ
モ
王
ハ
ヒ
イ
キ
分
二
御
座
候
。
李
ハ
ナ
ル
ホ
ド
偏
固
二
候
乍
、
有

此
間
モ
セ
子
ノ
内
二
、
謝
秦
ガ
詩
第
一
ナ
ル
ョ
シ
太
室
ガ
人
二
逢
テ
語
り
候
由
承
候
間
、
ロ
ヲ
同
人
一
一
異
見
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一
対
御
邦
ノ
書
物
沢
山
ナ
ル
事
二
候
・
江
戸
ナ
ド
書
物
存
之
外
無
之
候
。
ソ
レ
ホ
ド
蓋
へ
候
処
モ
中
々
ア
マ
ダ
有
之
間
敷
候
。
廿
一
史

ナ
ド
ハ
其
通
り
二
見
テ
ョ
ク
候
。
制
法
ノ
処
〈
心
ユ
ル
サ
レ
ズ
、
シ
ヵ
ト
目
ヲ
付
候
ガ
専
一
二
候
。
史
論
ハ
唐
ノ
苅
知
幾
第
一
二
候
。

籾
書
物
ハ
ァ
チ
ナ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
大
部
ノ
書
ノ
類
苑
ナ
ド
唐
類
亟
ノ
様
ナ
ル
モ
ノ
存
之
外
役
二
立
不
ト
物
二
候
。
其
内
、
説
部
ナ
ド
ョ

キ
事
ア
マ
ダ
御
座
候
。
此
類
ハ
ヒ
マ
ナ
ル
オ
リ
、
眠
ヲ
サ
マ
シ
ナ
ガ
ラ
フ
ラ
ノ
、
ト
ョ
ミ
ロ
ヘ
候
得
（
、
一
生
ノ
学
問
才
カ
ヲ
大
分
生

ジ
申
候
。
足
下
ナ
ド
御
少
年
ノ
折
御
仕
合
ヨ
ク
、
ヒ
モ
有
之
、
御
ヨ
ミ
候
由
一
段
二
候
・
指
ア
タ
リ
日
用
ノ
書
〈
、
六
経
、
論
語
ナ
ト

一
対
日
此
間
〈
北
海
ノ
江
村
綬
大
分
ハ
ャ
リ
、
ヨ
ク
御
座
候
。
私
方
ヘ
モ
先
年
立
ヨ
リ
知
ル
人
二
御
座
候
。
ト
カ
ク
京
〈
千
歳
ノ
帝
王

（
淵
）

州
ニ
テ
、
礼
楽
文
物
ヨ
リ
、
山
川
ノ
佳
麗
、
人
物
ノ
苑
藪
ユ
エ
ョ
キ
事
大
分
二
有
之
候
。
私
イ
マ
ダ
シ
カ
西
遊
不
致
候
。

一
間
弊
邦
田
舎
二
候
得
（
、
害
ナ
ド
無
之
候
。
先
日
平
洲
ヘ
モ
咄
候
通
、
龍
宝
卜
申
山
一
一
蔵
書
有
。
云
廿
一
史
、
十
三
経
、
説
郛
、
百
三

家
集
、
丹
鉛
、
讃
確
、
冊
府
、
英
華
、
太
平
御
覧
、
広
記
の
類
ノ
善
書
一
通
り
有
之
候
。
外
二
儒
家
ナ
ト
ニ
モ
大
抵
ノ
害
〈
有
之
候
。

右
之
外
、
新
渡
ノ
珍
本
無
之
候
。
詩
一
一
モ
唐
詩
類
苑
ノ
様
ナ
ル
物
〈
有
之
候
。
廿
一
史
ナ
ド
相
一
一
ヨ
ミ
候
処
、
遂
行
尋
勺
テ
吟
味
ス
ル

’
一
モ
不
及
。
勿
論
、
晋
書
マ
デ
ハ
文
モ
ョ
ク
候
へ
ト
モ
、
其
下
〈
文
ミ
ョ
ム
ニ
タ
ラ
ズ
候
マ
、
サ
ラ
ノ
ー
ト
ョ
ミ
下
シ
候
。
其
内
代
々

ノ
刑
政
、
治
術
、
人
物
ノ
様
子
斗
心
得
候
事
二
候
。
外
律
歴
礼
楽
兵
志
ナ
ド
ハ
別
段
二
吟
味
ヲ
入
申
候
義
二
候
。
足
下
ナ
ド
ロ
セ
ラ
レ

一
多
忠
日
左
些

候
。
世
二
有
一

一
多
忠
日
京

候
。
イ
カ
ぐ
。

様
イ
カ
ぐ
候
哉
。

申
候

日
左
様
ニ
候
。
但
シ
コ
レ
モ
太
室
斗
二
無
之
候
。
京
ノ
龍
草
芦
モ
謝
秦
ヵ
王
季
二
勝
ル
ノ
論
ヲ
板
シ
候
由
、
藩
ノ
児
輩
語
申

世
二
有
事
ト
見
得
申
候
。
大
方
明
末
二
此
論
有
候
。

日
京
ニ
テ
ハ
唯
今
誰
人
儒
学
文
章
ノ
宗
師
二
候
ャ
。
葛
破
モ
役
候
由
承
候
。
龍
艸
盧
溌
服
醐
骸
中
サ
ダ
メ
テ
宗
匠
ナ
ル
ヘ
ク
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劉
知
幾
、
字
子
玄
、
唐
書
二
伝
ア
リ
、
史
論
ノ
名
人
二
御
座
候
、
史
ヲ
作
ル
事
〈
下
手
二
御
座
候
。

一
多
忠
日
ヨ
ク
御
工
夫
二
実
二
俗
儒
及
難
ク
候
。
御
高
見
ト
ニ
テ
、
大
分
得
ヲ
致
シ
候
。
御
胸
中
俗
気
無
之
候
間
ソ
レ
ョ
リ
導
カ
レ
候

〈
ぐ
、
自
然
と
人
モ
合
点
可
申
候
。
仰
ノ
如
ク
中
々
急
二
学
問
ハ
ナ
リ
不
申
候
。
実
二
千
載
ノ
子
雲
ノ
マ
ッ
由
、
楊
雄
ガ
申
候
。
承
候

通
、
不
朽
ノ
薬
１
へ
、
気
短
ニ
テ
ハ
ナ
リ
不
申
候
。
今
日
〈
夜
深
ク
ナ
リ
候
可
候
。
此
次
二
龍
ヲ
ヨ
チ
、
又
御
切
瑳
ヲ
得
ベ
ク
候
。
御

著
述
モ
追
々
二
見
可
申
候
由
申
候
。
初
日
今
日
共
二
殊
ノ
外
馳
走
丁
寧
ニ
テ
、
御
長
屋
ヘ
モ
秋
気
生
ジ
候
〈
ず
余
り
詩
ヲ
可
仕
由
申

候
故
、
必
名
公
ト
モ
ヲ
誘
引
参
候
様
二
申
合
候
而
、
罷
帰
申
候
。
以
上

六
月
五
日
夜
南
宮
弥
六
郎
大
湫
卜
（
以
下
破
損
脱
字
）

〔
補
記
・
国
字
著
作
編
〕
そ
の
後
、
次
の
資
料
が
管
見
に
入
っ
た
。

ノ
外
無
之
候
。
ソ
ノ
無
益
ノ
ャ
ウ
ナ
ル
書
ヲ
沢
山
一
三
ミ
不
申
候
得
共
、
六
経
一
向
ス
ミ
不
申
候
。
当
世
ノ
人
〈
早
速
功
ヲ
取
申
事
ヲ

（
欠
字
）

好
ミ
、
入
用
ノ
書
斗
ヨ
ミ
候
故
、
才
気
長
ジ
不
申
候
。
学
問
日
ロ
ヲ
ト
ロ
ヘ
候
。
何
ト
御
学
問
ハ
ヒ
ロ
ク
心
得
、
今
日
ノ
人
事
ノ
用
二

（
欠
字
）

立
、
ム
ッ
カ
シ
キ
世
界
ヲ
モ
順
二
取
ナ
ヲ
シ
候
様
一
一
心
懸
候
事
二
候
。
私
ナ
ド
ノ
ャ
ウ
ナ
ル
ャ
ク
タ
イ
ロ
ロ
ニ
候
へ
共
、
諸
侯
ノ
招
キ

｜
ニ
カ
セ
御
政
ナ
ド
折
フ
シ
御
相
談
ノ
節
申
達
候
筋
ナ
ド
、
万
一
二
〈
御
用
立
ヨ
ロ
シ
ク
ト
リ
ナ
ヲ
サ
レ
タ
ル
義
モ
有
之
候
。
町
家
ニ

モ
門
人
有
之
候
。
イ
タ
ヅ
ラ
ム
ス
コ
ナ
ド
ヲ
亟
々
ト
シ
テ
姦
二
イ
タ
ラ
シ
メ
ズ
ト
申
事
ヲ
申
説
テ
ナ
ヲ
シ
候
義
モ
有
之
。
ト
ヵ
ク
学
問

タ
ダ
ス

ハ
フ
ラ
ノ
、
ス
ル
内
二
功
モ
ァ
ル
事
候
。
此
間
モ
ァ
ル
ロ
ロ
在
ノ
諸
侯
へ
了
簡
ヲ
申
ス
ト
テ
、
君
ノ
非
ヲ
格
〈
正
シ
ク
直
諫
□
ロ
ョ
シ

ナ
ド
申
候
。
私
申
候
一
天
、
格
〈
正
義
ニ
ハ
無
之
、
感
ノ
事
ナ
レ
バ
、
思
ズ
シ
ラ
ズ
ニ
風
化
ノ
ア
ル
事
ナ
ル
ベ
シ
ト
申
候
。
実
二
学
問

（
欠
字
）

ハ
ワ
ヶ
ア
ル
事
一
一
テ
、
メ
ッ
タ
ニ
ス
レ
バ
ァ
シ
ク
候
。
□
□
□
□
□
□
、

ナ
ド
申
候
。
私
申
候
一
一

ハ
ワ
ヶ
ァ
ル
事
一
一
テ
、

〔
頭
注
。
多
沖
ナ
ラ
ン
〕
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両
吟
千
句
写
一
冊
。
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
。
縦
一
三
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
九
・
一
セ
ン
チ
の
横
本
◎
袋
綴
で
、
表
紙
は
布
目
に
雲
母
で
雲

型
を
捺
す
。
外
題
は
打
っ
付
け
書
き
で
、
中
央
に
「
両
吟
千
句
」
、
同
筆
で
そ
の
左
に
「
寛
延
一
巻
／
平
元
建
得
／
宝
暦
一
巻
／
同

盛
雄
」
と
あ
り
、
左
肩
に
異
筆
で
「
盛
雄
初
学
千
句
」
と
あ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
で
、
墨
付
八
一
丁
、
寛
延
千
句
と
宝
暦
千
句
の
間

行
年
十
九
歳

に
一
丁
、
巻
末
奥
書
の
前
に
一
丁
の
遊
紙
を
置
く
。
寛
延
千
句
の
端
作
り
は
「
寛
延
四
年
六
月
両
吟
／
盛
雄
初
学
千
句
」
と
あ
り
、
第

一
花
何
船
、
第
二
花
何
路
、
第
三
花
御
何
、
第
四
時
鳥
二
字
反
音
、
第
五
子
規
千
何
、
第
六
月
三
字
中
略
、
第
七
月

唐
何
、
第
八
月
何
風
、
第
九
雪
玉
何
、
第
十
雪
何
鳥
の
十
種
の
百
韻
で
、
そ
れ
ぞ
れ
父
建
得
五
十
句
盛
雄
五
十
句
よ
り
成
る
。

最
後
に
一
丁
置
い
て
「
追
加
／
兼
誼
／
咲
花
や
こ
こ
ろ
筑
波
の
道
指
南
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
千
句
の
端
作
り
は
「
宝
暦
三
年
九

月
朕
日
／
両
吟
千
句
」
と
あ
り
、
第
一
梅
何
路
、
第
二
梅
山
何
、
第
三
梅
花
何
、
第
四
納
凉
何
屋
、
第
五
納
凉
何
草
、
第

六
月
何
烏
、
第
七
月
一
宇
露
顕
、
第
八
月
千
何
、
第
九
雪
三
字
中
略
、
第
十
雪
下
何
の
十
種
の
百
韻
、
こ
れ
も
建
得
、
盛

雄
各
五
十
句
よ
り
成
っ
て
い
る
。
構
成
か
ら
、
両
千
吟
が
姉
妹
編
の
催
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
巻
末
識
語
は
「
右
畑
中
淡
也

多
忠
両
先
生
両
吟
千
句
自
筆
於
店
頭
求
之
、
不
堪
恐
喜
子
孫
永
可
重
宝
之
者
也
／
明
治
十
八
年
岡
将
笥
（
花
押
）
」
と
あ
る
。
巻
頭
に

「
岡
氏
／
蔵
書
」
の
二
行
朱
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
岡
千
例
の
甥
に
当
る
岡
将
毎
（
濯
）
が
購
入
し
た
本
で
、
識
語
に
は
（
盛
雄
）

自
筆
と
あ
る
が
、
前
記
端
作
り
に
「
行
年
十
九
歳
」
と
あ
る
の
が
十
八
歳
の
誤
り
で
あ
り
、
転
写
本
と
見
倣
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

寛
延
四
年
六
月
初
学
千
句
の
第
一
百
韻
「
何
船
」
の
巻
頭
三
句
。

一
花
を
園
の
文
事
の
は
し
め
哉
建
得

門
ひ
ろ
こ
れ
る
折
を
得
し
春
盛
雄

門
ひ
ろ
こ
れ
る
折
を
得
し
春

立
つ
上
く
霞
の
譲
奥
あ
り
て

宝
暦
三
年
九
月
朔
日
千
句
の
第
一
百
韻
「
何
路
」
の
巻
頭
。
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奥
海
和
歌
集
・
続
奥
海
和
歌
集
写
八
冊
。
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
（
巻
一
欠
）
。
伊
達
藩
士
鈴
木
親
敬
が
慶
応
元
年
’
三
年
に
か
け
て
、

江
戸
初
期
以
来
の
伊
達
藩
歌
壇
の
詠
作
を
撰
集
し
た
も
の
。
正
集
二
十
巻
千
六
百
十
七
首
、
続
集
二
十
巻
三
千
三
百
三
十
首
。
大
日

本
歌
害
綜
覧
に
見
え
る
が
散
供
し
た
と
見
ら
れ
て
い
た
。
撰
者
か
ら
伊
達
家
へ
の
献
上
本
を
明
治
二
七
年
に
岡
将
寄
が
転
写
し
て
い

た
本
が
現
存
。
盛
雄
の
歌
も
多
数
入
集
す
る
し
、
何
と
畑
中
健
得
・
盛
雄
父
子
の
歌
の
承
の
抄
出
本
も
現
存
す
る
が
該
本
の
精
査
が

現
段
階
で
は
で
き
な
い
の
で
伝
本
存
在
の
報
告
に
と
ど
め
る
。

咲
て
世
に
梅
を
暦
や
神
の
春
建
得

の
と
け
さ
つ
く
る
宮
の
う
ぐ
ひ
す
盛
雄

朝
霞
匂
ふ
方
よ
り
日
は
出
て
同
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